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彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
二
十
の
本
文
の
位
置
づ
け

中　

根　

千　

絵

　

論
者
は
、
説
林

五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語
（
全
巻
、
表
紙
の
題
は

今
昔
物
語

と
書
い
て
あ
る
が
、

内
題
に
は

今
昔
物
語
集

と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論

じ（
１
）た。

し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、
説

林

五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致

す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東

大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ（
２
）た。
巻
二
、
巻
五
、
巻
七
、
巻
九
の
場
合

は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所

は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ（
３
）た。

但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
固
有
名
詞
等
に
つ
い
て
は
、
古
本
系
諸
本
に
依
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ（
４
）る。

巻
三
・
巻
六
・
巻
十
で
は
、
特
に
、
野

村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
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本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中
間
的
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い

ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
け
、
彦
根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態

本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し（
５
）た。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が

高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と

し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ

け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ（
６
）た。

ま
た
、
巻
十
一
・
巻
十
二
で
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
お
い
て
、
出
典
等
に
よ
る
補
入
が

あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
表
現
は
一
致
し
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
前
に
成
立
し
た

写
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え（
７
）た。
巻
十
二
の
分
析
に
お
い
て
は
。
さ
ら
に
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
、
Ｃ
お
よ
び
野
村
本
は
校
訂
本
文
を
目

指
し
た
書
物
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。
ま
た
、
巻
十
二
に
お
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
み
が
最
も
古
い
鈴
鹿
本
の
表
記
の
一
部

を
残
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し（
８
）た。

巻
十
三
で
は
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
と
一

致
す
る
箇
所
は
多
く
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
一
方
、
Ｂ
本
の
み
と
重
な
る
箇
所
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
代
わ
り
に
、
東
大
本
乙
が
古

本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
、
流
布
本
系
と
表
現
が
一
致
す
る
場
合
の
両
方
に
お
い
て
、
彦
根
本
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
い
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
両
本
の
表
現
の
全
て
が
一
致
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
直
接
の
書
承
関
係
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
も
の
の
、
彦
根
本
が

乙
本
と
同
系
統
の
本
文
を
引
き
写
し
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
、
そ
の
逆
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
固
有
名
詞
に
つ
い
て
、
底
本
で
あ

る
東
大
本
甲
で
は
、
欠
験
記
ニ
依
テ
補
フ

と
い
う
朱
傍
が
あ
り
、
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
は
、
同
じ
固
有
名

詞
を
記
し
て
い
る
が
、
流
布
本
系
の
乙
本
、
Ａ
本
、
Ｂ
本
、
Ｃ
本
、
ま
た
、
彦
根
本
も
、
欠
を
補
わ
ず
、
□
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
古
本
系
に
お
い
て
も
校
訂
が
な
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ（
９
）た。

巻
十
四
に
お
い
て
も
古
本
系
と
さ
れ
る
実
践
女

子
大
本
、
國
學
院
大
本
、
野
村
本
が
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
本
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
）

（
た
。
巻
十
五
の
本
文
の
異
同
か
ら
は
、
彦
根
城
博
物

館
本
が
古
態
本
と
流
布
本
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ

り
な
が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
訂
正
す
る
と
い
う
意
識
が
垣
間
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
）

（
た
。
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巻
十
六
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
Ｂ
本
と
乙
本
の
い
ず
れ
か
の
表
記
に
ほ
ぼ
合
致
し
、
古
態
本
系
の
欠
字
部
分
の
ほ
と
ん
ど
が
流
布
本
系

で
は
踏
襲
さ
れ
ず
、
欠
字
を
な
く
し
て
、
意
味
合
い
が
通
じ
る
よ
う
な
表
現
に
変
更
さ
れ
て
い
る
様
が
見
て
と
れ
）

（
た
。

　

巻
十
七
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
記
が
底
本
や
古
態
本
系
と
同
じ
表
記
の
と
こ
ろ
で
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
が
写
し
間
違
っ
て
異
な
っ
た

表
記
に
な
っ
て
い
る
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
が
彦
根
城
博
物
館
本
を
写
し
て
出
来
上
が
っ
た
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
）

（
た
。
以
前
に
、
巻
十
五
で
は
、
彦
根
城
博
物
館
本
が
古
態
本
と
流
布
本
の
両
本
の
系
統
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
に
あ
っ
た
と
仮
定

し
、
古
語
と
し
て
の
漢
字
の
表
記
に
は
忠
実
で
あ
り
な
が
ら
も
、
順
序
の
入
れ
替
え
の
よ
う
な
明
ら
か
な
誤
謬
に
つ
い
て
は
、
訂
正
す
る
と

い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
考
察
）

（
し
、
巻
十
六
の
場
合
に
は
、
流
布
本
と
の
一
致
度
の
高
さ
か
ら
み
て
、
流
布
本
し
か
見
て
い
な
い
可
能
性
も
考

え
得
る
と
し
）

（
て
、
巻
ご
と
に
見
て
い
る
本
が
異
な
る
か
の
よ
う
な
論
述
を
行
っ
て
き
た
が
、
巻
十
七
に
お
い
て
は
、
鈴
鹿
本
（
京
都
大
学
蔵

本
）
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
一
見
、
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
な
現
象
の
謎
を
解
く
例
証
が
見
つ
か

り
、
古
態
本
系
と
流
布
本
系
の
書
写
関
係
の
中
で
彦
根
博
物
館
本
が
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城

博
物
館
本
は
古
態
本
系
と
流
布
本
系
の
間
に
あ
る
本
と
考
え
て
き
た
が
、
巻
十
七
の
表
記
の
諸
本
の
違
い
を
見
る
と
、
そ
れ
は
、
彦
根
城
博

物
館
本
が
古
態
本
系
統
の
本
を
引
き
写
し
な
が
ら
も
、
自
ら
の
校
訂
の
方
針
に
よ
っ
て
変
更
を
加
え
た
結
果
、
流
布
本
の
性
格
と
近
し
い
も

の
と
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
底
本
の
字
を
読
み
間
違
っ
た
箇
所
の
表
記
に
つ
い
て
、
諸
本
を
総
合
的
に
分
析
す
る
と
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
本
の
系
統
の
古
態
本
か
ら
、
そ
の
表
記
は
彦
根
城
博
物
館
本

に
継
承
さ
れ
、
そ
の
後
、
彦
根
城
博
物
館
本
か
ら
内
閣
文
庫
本
Ｂ
へ
、
別
系
統
の
古
態
本
（
東
大
本
甲
に
近
い
本
）
を
引
き
写
し
た
東
大
本

乙
か
ら
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｃ
の
系
統
へ
と
書
写
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
書
写
の
過
程
で
、
写
し
間
違
い
や
校
訂
が
あ
り
、
そ
れ

に
よ
っ
て
、
古
態
本
と
流
布
本
の
表
記
が
時
折
、
交
錯
す
る
よ
う
に
み
え
る
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
諸
本
の
書
写
の
過
程
は
、

右
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
巻
十
三
の
分
析
時
に
実
践
女
子
大
本
と
國
學
院
本
の
よ
う
な
古
態
本
も
校
訂
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
）

（
た
が
、
こ
こ
で
そ
の
こ
と
が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
。

　

巻
十
九
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
古
態
本
に
お
け
る
捨
て
仮
名
や
送
り
仮
名
な
ど
が
流
布
本
で
は
落
と
さ
れ
縮
め
ら
れ
て
す
っ
き
り
し
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た
形
に
変
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
が
流
布
本
系
と
古
態
本
系
の
表
現
を
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
）

（
る
。

　

巻
二
十
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
博
物
館
所

蔵

今
昔
物
語

巻
二
十
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古
典

文
学
大
系

今
昔
物
語
集

の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

凡
例

一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
と

同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し
た
。）

★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載
る
考
察

は
必
要
に
応
じ
て

 

に
入
れ
て
付
し
た
。

各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

底
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

の
底
本
（
実
践
女
子
大
本
）【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

今
昔
物
語
集

の
底
本
が
現
在
の

諸
本
の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。】　

北
│
東
北
大
本　

実
│
実
践
女
子
大
本　

国
│
國
學
院
大
本　

野
│
野
村
本　

以
上
、
古
本　

乙
│
東
大
本
乙　

Ａ
│
内
閣
文
庫
本
Ａ　

Ｂ

│
内
閣
文
庫
本
Ｂ　

Ｃ
│
内
閣
文
庫
本
Ｃ　

以
上
流
布
本　

彦
│
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本

大
│
旧
日
本
古
典
文
学
大
系

巻
二
十
目
録

一
四
三　
　

第
二
（
第
二
） 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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餘
慶
（
第
八
） 

諸
（
底
国
の
慶
は
変　

广
＋
心
＋
夂
に
作
る
）

　
　
　
　
　

野
于
（
第
十
四
） 

乙
Ａ
Ｃ
（
乙
Ａ
の
于
は
亍
）

　
　
　
　
　

従
冥
途
還
（
第
十
五
） 

底
国
乙
Ｂ

　
　
　
　
　

恵

（
第
二
十
） 

底
国
乙
Ｂ
（

を
国
Ｂ
は
日
偏
、
乙
は
目
偏
に
作
る
）

　
　
　
　
　

大
伴
赤
麿
（
第
二
一
） 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

馬

山
寺
（
第
二
四
） 

諸
（
乙
Ａ
の
庭
は
異
体
、
底
国
Ｂ
は
そ
の
変
に
作
る
）

　
　
　
　
　

盛
現
報
（
第
二
五
） 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　
　
　

白
髪
邦
猪
麿
（
第
二
六 

Ｂ

　
　
　
　
　

吉
志
火
麿
（
第
三
三
） 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　
　
　

心
懐
（
第
三
五
） 
諸
（
底
国
の
懐
は
変　

旁
を
袁
に
作
る
）

　
　
　
　
　

被
敢
悔
語
（
第
三
七
） 

Ａ
Ｃ

　
　
　
　
　

可
慎
（
第
四
三
） 

諸
（
底
国
の
慎
は
変　

旁
は
貞
に
近
し
）

　
　
　
　
　

小
野
篁
依
情
助
西
三
条　

諸
（
底
国
の
篁
は
変　

篁
の
皇
を
黒
の
草
体　

西
を
両
に
作
る

　
　
　
　
　

大
臣
（
第
四
五
） 

諸
は
條
）

巻
二
十
第
一
話

一
四
四
　

天
狗 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
テ
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

何
ナ
カ

底
国
大

　
　
　

　

同
シ
様
ニ 

諸
（
底
の
シ
は
変　

に
近
し
）

　
　
　

　

河

ニ 

河
尻
ニ

乙
Ａ
Ｂ

河
尻
ウ

底
国
（
ウ
に

ィ
无
（
右
）
ニ
（
左
）
と
傍
書
）
河
尾
ニ
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Ｃ

　
　
　

　

不
寄
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

怖
ル
ヽ
事 

乙
Ａ
Ｃ

怖
ル
事

Ｂ

肺
ル
ヽ
事

底
国
大

 

流
布
本
の

怖

が
原
姿
か
。

　
　
　

　

暫
許
有
テ
ハ
中
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

暫
許
有
テ
ハ

中
ニ

底
国
大

　
　
　

　

芍
ナ
ル 

Ａ

ナ
ル

Ｂ

若
ナ
ル

Ｃ

劣
ナ
ル

底
国
乙
大

　
　
　

　

天
童
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

天
等
ノ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
。
正
字
は
流
布
本
の

天
童
。

　
　
　

　

比
叡
山
学
問
ス
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
四
五
　

弟
子
ト
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
二
話

一
四
五
　

天
狗 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
狗
は

）
天
宮

底
国
大

　
　
　

　

徳
行
ノ
僧
共 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

聞
ク
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

聞
ク
ハ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
。
聞
く
上
は
、
も
し
く
は
聞
く
時
は
、
の
意
。

　
　
　

　

一
度
カ
競
セ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
（
Ａ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

比
叡
山
ノ
嶽
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
天
狗
ニ 

乙
Ｂ
Ｃ



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

此
ノ
天
狗 

Ｂ

　
　
　

　

震
旦
ノ
天
狗
ニ 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

知
タ
ル
身 

諸
大

一
四
六
　

セ
ン
ト 

諸

　
　
　

　

尋
ヌ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
ト
此
ニ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

何
ド
此
ハ

底
国
大

　
　
　

　

者
ノ
躰 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
ヌ
レ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

有
メ
レ
ト

底
国
大　

そ
の
人
で
あ
る
よ
う
だ
と
。

　
　
　

　

幣
ツ
タ
ナ
シ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

最 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

許
ニ
居
ヌ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

下
ル 

諸

　
　
　

　

タ
ル 

諸
大

　
　
　

　

前
ニ
追
ヒ
立
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

前

追
ヒ
立
テ

底
国
（

の
左
下
傍
に
ニ

右
下
傍
に
追
ヒ
と
補
入
）
前

ニ
追

ヒ
立
テ

大

　
　
　

　

テ 

諸
大

一
四
七
　

過
ヌ 

底
乙
Ａ
Ｃ
（
底
の
ヌ
は
メ
に
近
し
）

　
　
　

　

耻
シ
メ
云
ヘ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

非
ヌ
氣
色
ナ
レ
ハ 

底
国
乙

　
　
　

　

被
捕
テ 

乙
Ｂ
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急
キ
迯
ヌ
ル
也 

乙
Ａ
Ｃ
（
乙
の
也
は
ナ
リ
）

　
　
　

　

羽
ノ
疾
サ
ハ 

乙

羽
ノ
疾
サ
ニ

Ａ
Ｃ

双
ノ
疾
サ
ハ

Ｂ

明
ノ
疾
セ
ハ

底
国
（
底
は
セ
に
サ
と
重
書
し
て

訂
）
明
ノ
疾
サ
ハ

大

 

流
布
本
・
真
言
伝
の

羽

を
以
て
原
姿
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
字
類
抄
に
よ
っ
て
カ
ケ
リ
と
も

よ
み
得
る
。

　
　
　

　

思
ヘ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
ヒ
テ

底
国
大
（
底
は
ヒ
に
エ
松
と
朱
傍
）

　
　
　

　

返
ラ
ム
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）
返
ナ
ム
ハ

底
国
大

　
　
　

　

人
掃
フ
渡
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

人
掃
ヲ
渡
ル

底
国
大

　
　
　

　

取
懸
ヌ
ラ
ム
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）
取
懸
ヌ
ラ
ム
ヤ
ト

底
国
大
（
底
は
ヤ
に
カ
松
と
朱
傍
）

　
　
　

　

由
無
キ
者 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）
由
无
ユ
者

底
国
大

　
　
　

　

伺
フ
事
有
ソ 

乙
Ｃ

伺
フ
事
有
リ

Ａ

伺
ノ
事
有
リ

Ｂ

伺
フ
事
有
ヲ

底
国
大

　
　
　

　

テ 

諸
大

　
　
　

　

弘
コ
リ
立
テ 

Ａ
Ｂ

弘
ヨ
リ
立
テ

乙

弘
マ
リ
立
テ

底
国
Ｃ
大

　
　
　

　

谷
下 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

居
ソ 

諸
大

　
　
　

　

レ
臥
セ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

シ
臥
セ
リ

底
国
大

一
四
八
　

本
者
無
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）

　
　
　

　

云
テ
打
ツ

フ
ル
様　
　

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
ヲ 

乙

　
　
　

　

焼
ケ
ヌ
ヘ
カ
リ
ツ
レ
ハ　

乙
Ｂ

焼
ヌ
ヘ
カ
リ
ツ
レ
ハ

Ａ
Ｃ

焼
ケ
ヌ
ベ
カ
ル
ツ
レ
バ

底
国
大
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持
チ
副
テ 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

真
言
ヲ
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

真
言
モ

底
国
大

　
　
　

　

猛
ク
怖
シ
キ
事 

底
国
乙
Ｂ

　
　
　

　

無
ク
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）
无
ク

底
国
大

　
　
　

　

悲
キ
目 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

見
給
フ
ル
也
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

非
サ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

非
ザ
ナ
リ

底
国
大

　
　
　

　

谷
ノ
底
ヨ
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
底
は
変
）
谷
底
ヨ
リ

乙

谷
ノ

ヨ
リ

底
国
大

　
　
　

　

穴
カ
ナ
給
ヘ 
諸

　
　
　

　

泣
テ
居
リ
ヌ 
乙
Ｂ

　
　
　

　

其
此
ク 

乙
Ｂ

　
　
　

　

将
行
キ
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
（
Ａ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

茄
𡀍
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ

一
四
九
　

木
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

渡
サ
セ
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

何
ノ
人
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

語
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

傳
ヘ
聞
テ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

乙
Ｂ
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巻
二
十
第
三
話

一
四
九
　

道
祖
神
在
マ
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

歩
人
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云
人 

乙
Ｂ

　
　
　

　

天
狗
ナ
ト
ノ 

諸
（
底
の
ナ
は
変　

ケ
に
近
し
）

　
　
　

　

日
ノ
装
束 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｃ
の
装
は

）

　
　
　

　

詣
集
レ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
詣
は
変
）

　
　
　

　

拂
ヒ
去
サ
セ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
五
〇
　

光
ヲ
放
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

而
ル
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

而
ニ
ル

底
国

 
古
本

而
ニ
ル

に
作
る
を
、
訂
。

　
　
　

　

怖
ク
思
ヘ
給
ヒ
ケ
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

侘
テ 

佗
テ

古
本
大　

正
字
は

侘
。

　
　
　

　

メ
ク 

諸
大

　
　
　

　

現
シ
可
給
キ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

申
シ
ケ
リ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。

　
　
　

　

人
カ
ナ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
四
話

一
五
〇
　

就
中 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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有
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

有
ナ
リ

底
国
大

　
　
　

　

留
メ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

鳥
ヲ 

諸

鳥
リ

底
大

一
五
一
　

其
ノ
参
ル
間 

乙
Ｂ

　
　
　

　

無
カ
リ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）
无
カ
ナ
リ
ケ
リ

底
国
大

　
　
　

　

五
壇
ノ 

底
国
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

御
修
法 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

奇
異
ヒ
合
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
テ
は
変
）
寄
異
ト
思
ヒ
合
テ

底
国
大

　
　
　

　

心
ヲ
至
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

心
ノ
至
シ
テ

底
国
大

 
古
本
か
く
作
る
。
こ
の
ノ
は
、
ヲ
の
意
。

　
　
　

　

不
御
サ
ル
ニ 

乙
Ｂ

　
　
　

　
𨐫
ヒ 

譬
ヒ

底
乙
Ａ
Ｃ
（
乙
は
異
体
、
底
は
そ
の
変　

言
を
呈
に
作
る
）

　
　
　

　

程
有
テ
カ
リ 

乙

程
有
テ
カ
ク

Ａ
Ｂ
Ｃ

程
有
テ
カ
ソ

底
国
大
（
カ
に
コ
歟
と
朱
傍
）

　
　
　

　

加
持
参
ル
次
テ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

居
タ
ル
所
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

思
ヒ
合
ヘ
リ
ケ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ノ 

Ｂ

　
　
　

　

何
ナ
ル
事
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

何
ナ
ル
事
ヲ
ト

底
国
大

　
　
　

　

心
ヲ
勵
マ
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

心
ヲ

マ
シ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
殿

の
異
体
に
牽
引
同
化
さ
れ
た
も
の
。
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投
チ
被
伏
ヌ 

Ａ
Ｂ

　
　
　

　

打
チ
被
責
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
五
二
　

一
切
人
ニ 

乙
Ａ
Ｃ

一
功
人
ニ

Ｂ

一
切
レ
人
ニ

底
国
大

　
　
　

　

且
ハ

ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
（
Ａ
の

は
変
）

　
　
　

　
𡀍
〆
奉
タ
リ
シ
程
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
Ｂ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

佛
ノ
如
ク
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

佛
ノ
如
ク

底
国
大

　
　
　

　

此
様
ノ
者
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

遂
フ
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

貴
ヒ
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

知
人
無
シ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）
智
人
无
シ

底
国
大

　
　
　

　

彼
高
山
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
ナ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
五
話

一
五
二
　

只
獨
リ
佛
前
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

只
獨
ノ
佛
前
ニ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
が
、
或
は
、
仏
ノ

を
顚
倒
し
た
も
の
か
。

一
五
三
　

僧
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

僧
〔　

脱　

〕
ハ 

僧
〔
正
、
夜
〕
ハ

大　

流
布
本
脱
。

　
　
　

　

急
入
リ
来
ニ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

不
堪タ

ヘ

〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
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落
ニ
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

寄
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

引
ヒ
ロ
ヒ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

奪
ヒ
取
テ
ケ
ル
尼 

乙
Ｂ

奪
ヒ
取
テ
ケ
ル
尼
ハ

Ａ
Ｃ

奪
ヒ
取
テ
ケ
ル
ニ
尼

底
国
大

　
　
　

　

取
テ
迯
ケ
去
ニ
ケ
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

今
有
リ
其
尼
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

天
狗
ト 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云
也
ト
ナ
ム 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

語
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 
Ｂ

巻
二
十
第
六
話

一
五
三
　

其 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

卌
許 

Ｂ

　
　
　

　

持
来
テ
云
フ
様 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

産
メ
テ 

Ｂ

𤵙

諸　

諸
本
か
く
作
る
が
、
こ
の
字
は

痩

の
意
で
、
こ
の
文
脈
に
は
合
わ
な
い
。
恐

ら
く

の
譌
で

ヨ
ソ
ハ
シ
メ
テ

と
よ
む
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

仕
テ
ム
ナ
ト

 

★　

仕
テ
ム
ナ
ム
事

諸
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
、
底
国
Ｂ
は
ナ
ム
の
左
下
に
ト
歟
と
傍
書
）

 

諸
本
か
く
作
る
が
、
原
姿
は

仕
テ
ム
ナ
ム
ド

か
。

　
　
　

　

何
ソ
ノ
奴
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

恠
テ 

諸
大
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可
然
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

可
亦
キ

底
国
大
（
亦
は
異
体
）

 

古
本
か
く
作
る
は
、
尓

の
譌
か
、
或
は

然

の

犬

を
省
い
た
も
の
か
。

一
五
四
　

爪
挑
ナ
ト 

Ｂ

　
　
　

　

不
見
ハ
ト 

乙
Ｂ

　
　
　

　

候
ニ
ケ
リ 

諸
大　

　
　
　

　

可
申
事
候
ヘ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
事
ニ
カ
有
ラ
ム
思
テ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

忍
給
ヘ
ツ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

侘
テ 
佗
テ

古
本
Ｃ
大　

　
　
　

　

此
ナ
セ
ソ 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

迯
ナ
ム
為
ル
ナ
メ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

不
量
シ
外
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

擬
テ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
攤

の
譌
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

女
ニ
間
許 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
許
は
は
計
、
Ｂ
の
ニ
は
変
）

　
　
　

　

三
ノ
肬
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

如
ク
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

佛
ノ
御
前
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
御
は
変
）

　
　
　

　

四
度
許 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
ノ
時 

Ｂ

　
　
　

　

事
ニ
非
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

一
五
五
　

御
行
ヒ
緩
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

御
ヒ
ノ
緩
ニ

国

御
ヒ
ノ
緩
ミ

底
大

　
　
　

　

聞
ツ
ル
ハ 

諸
大

　
　
　

　

詫 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

託

Ｃ

詑

古
本
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
託

の
増
画

詑

の
譌
。

　
　
　

　

被
搦
レ
奉
タ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
タ
は
変
）

　
　
　

　

泣
々
ク 

乙
Ｂ

泣
々

Ａ
Ｃ

泣
ク

底
国
大

　
　
　

　

其
時 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

心
醒
テ 

乙
Ａ
Ｃ
（
乙
の
醒
の
旁
は
皇
）

　
　
　

　

去
ニ
ケ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
七
話

一
五
五
　

開
白
ノ 

底
国

　
　
　

　

微
妙
ナ
リ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

鉢
ヲ 

諸
（
底
国
の
鉢
は
変　

食
偏
に
作
る
）

　
　
　

　

高
成
ニ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

御
悩
ヲ
令
祈
ナ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

辞
シ
申
ス
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

一
五
六
　

遂
ニ
参
ヌ 

諸
（
底
国
の
又
は
変　

メ
に
近
し
）

　
　
　

　

参
ル
ニ 

乙
Ｂ

参
ス
ル
ニ

Ａ

参
ラ
ス
ル
ニ

Ｃ

参
□
ル
ニ

底
国
大

　
　
　

　

テ 

詫

乙
Ａ

詐

Ｂ

詑

大
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正
字
は
、
Ｃ
本
の

託
。

　
　
　

　

御
草
衣
許
ヲ 

Ｂ

御
単
衣
許
ヲ

乙
Ａ
Ｃ
（
Ａ
の
許
は
計
）
御

衣
許
ヲ

底
国
大　

　
　
　

　

髴
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

見
不
習
ヌ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

此
ク 

諸
大

此

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

思
ヒ
過
ク
ヘ
ク
モ 

Ｂ

　
　
　

　

騒
キ

ル 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

療
治
セ
ム
カ
為
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

殿
上
ノ
方
ニ
ヘ
俄
ニ 
乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

陸
ヒ
ム
ト 
底
国
乙
大

眤
ヒ
ン
ト

Ａ
Ｃ

睦
ヒ
ム
ト

Ｂ　

正
字
は
Ｂ
。

一
五
七
　

馴ナ
レ

近
付
キ
奉
ル
ヘ
キ　

ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

　

三
寳
ノ 

諸

三
宝
ヲ

Ｃ

三
寶
ノ

大　

ノ
は
、
ヲ
の
意
。

　
　
　

　

鬼
ニ 

諸
大

　
　
　

　

餓
レ
死
ニ
ケ
リ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

膚ハ
タ
ヘ

黒
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

　

錠
ヲ
入
タ
ル
カ 

諸
（
底
Ｃ
の
旁
は
冠
＋
之
）

　
　
　

　

人
々
現
ハ
ニ
此
ヲ
見
テ 

Ｂ

　
　
　

　

不
見
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

懐
テ
狂
ハ
シ 

Ａ
Ｂ

懐
テ
狂
ハ
レ

Ｃ

懐
テ
狂
シ

乙
（
懐
は
変
）
怳
ラ
シ
狂
ハ
シ

底
国
大

 

流
布
本
、
こ
の
語
を
理
解
す
る
能
わ
ず
、
懐
テ

に
作
る
。



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

女
房
ナ
ト
聞
ケ
レ
ハ 

大

女
房
ナ
ト
聞
ツ
レ
ハ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

女
房
ナ
ト
□
ケ
レ
ハ

底
国
（
空
白
は
行
末　

ト
の
左
下

に
ハ
と
補
入
し
、
み
せ
け
ち
し
て
聞
を
傍
書　

レ
に
ル
ィ
と
傍
書
）

　
　
　

　

后
モ
咲
嘲
ラ
セ
給
ヒ
ケ
リ
諸
（
底
国
は
リ
み
せ
け
ち
し
て
レ
ハ
と
傍
書
）

　
　
　

　

参
タ
レ
ハ 

忩
参
タ
レ
ハ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
忩
は
急
、
Ｂ
は
変
）
忩
参
タ
レ
ド

底
国

　
　
　

　

例
違
フ

 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）

　
　
　

　

居
サ
ム
給
タ
ル
ケ
ル 

Ｂ

　
　
　

　

御
眼
見
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

怖
シ
氣
ナ
ル 

諸

　
　
　

　

歎
カ
セ
給
フ 
諸
（
底
の
給
は
変　

三
水
に
作
る
）

　
　
　

　

同
シ
様
ニ 
底
国

　
　
　

　

媚
キ
者
思
食
タ
リ
ケ
リ 

底
国

　
　
　

　

恐
チ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

幾
ク
程
ヲ 

国
乙
Ａ
Ｂ

幾
ノ
程
ヲ

底

幾
程

Ｃ

一
五
八
　

極
フ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

此
鬼
降
伏
セ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

験
ニ 

乙
Ａ
Ｂ

験
ニ
ヤ

底
国
Ｃ
大

　
　
　

　

見
奉
ラ
ム
ト
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

見
奉
ラ
ム
ヒ
テ

底
国
大

 

流
布
本
が
原
姿
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

御
幸
也
ト
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

御
行
也

底
国
大

 

上
の

行
幸

と
故
ら
に
字
面
を
変
え
た
も
の
。
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而
ル
程
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

而
ル
程
間

底
国
大

 

而
ル
程

と

而
ル
間

と
の
混
淆
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

俄
ニ
角
ヨ
リ
踊
出
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

例
ノ
有
様
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

躍
出
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

超
ニ
ケ
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

止
事
無
カ
ム 

乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
は
无
）
止
事
无
カ
ラ
ン

Ａ
Ｃ

止
事
无
ナ
カ
ム

底
国
大

 

原
姿
が
ナ
カ
ラ
ム
な
ら
ば

无

の
全
訓
す
て
が
な
に
な
る
が
或
は
カ
↓
ナ
、
ラ
↓
カ
と
二
重
の

変
化
を
受
け
た
も
の
か
。

　
　
　

　

如
然
シ
有
ラ
ハ
法
師
ヲ
ハ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

如
然
シ
有
ラ
ム
法
師
ノ

底
国
大

 
終
止
形
に
よ
る
連
用
法
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

憚
リ
有
ル
事 

乙
Ｂ

　
　
　

　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

乙
Ａ
Ｃ

語
リ
傳
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ

Ｂ
（
衍
字

傳

あ
り
）
語
ト
傳
ル
ト
ヤ

底
国
大　

古

本
か
く
作
る
は
、
語
リ

の
譌
か
。

　
　
　
　
　

十
行
空
白

一
五
八
　

良
源
僧
正
成
霊
来
観
音 

大

　
　
　
　
　

院
伏
餘
慶
僧
正
語
第
八



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　
　
　

標
目
の
後
〔　

脱　

〕 

諸
大
欠

　
　
　
　
　

標
目
の
後
十
一
行
と

　
　
　
　
　

半
枚
空
白

巻
二
十
第
九
話

一
五
九
　

若
キ
男 

乙
Ａ
Ｃ

若
テ
男

Ｂ

若
キ
男
ヲ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
男

の
全
訓
す
て
が
な
か
。
或
は

コ

の
譌
か
。

　
　
　

　

極
ク
マ
レ
ク 
乙
Ａ
Ｂ

極
ク
マ
レ
リ

Ｃ

極
ク
□
マ
レ
ク

底
国
大
（
空
白
は
行
末　

後
の
ク
の
左
傍
に
ニ
ィ

と
傍
書
）

 
古
本
、
茲
で
行
変
り
に
な
る
が
、
何
か
形
容
詞
の
語
幹
が
有
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

傳
フ
ル
事
モ 

Ｂ

　
　
　

　

堅
固
ニ
精
進
ヲ 

諸
（
乙
の
堅
は
賢
）

　
　
　

　

男 

諸

　
　
　

　

刀
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

况
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

况
ヤ
ヲ

底
国
（
ヤ
の
左
側
に
ヲ
あ
り
）

　
　
　

　

若
シ
刀
不
差
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
刀
は
カ
）

　
　
　

　

怖
キ
事
モ
有
ラ
ハ 

Ｂ

怪
キ
事
モ
有
ラ
ハ

Ａ
Ｃ

恠
キ
事
モ
有
ハ

乙

恠
シ
キ
事
有
ラ
バ

底
国
大

　
　
　

　

益 

葢　

古
本
か
く
作
る
は
、
蓋

と

益

と
の
混
淆
か
。
音
・
形
相
近
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な

字
体
が
生
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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思
ヒ
得
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
ヒ
得
キ

底
国
大　

終
止
形
に
よ
る
中
止
法
か
。

　
　
　

　

鐃
テ
ケ
リ 

底
国
Ｂ
大

鋭
テ
ケ
リ

乙

競
テ
ケ
リ

Ａ
Ｃ

一
六
〇
　

尚 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
思
ヘ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

遙
々
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

来
ヌ
ル
カ
ナ
ト 

諸
大

　
　
　

　

キ
テ 

諸
（
咳
は
変　

旁
を
宛
に
作
る
）

　
　
　
　
　
本
ノ
マ
ヽ
ニ

　
　
　

　

宥
ナ
フ
メ
レ
ハ 
★　

宥
ナ
フ
ヌ
レ
ハ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
宥
は
変　

ウ
冠
＋
百
に
作
る
）
音
ナ
フ
ス
レ
ハ

（
音
は
変　

第
一
画
を
欠
く
）
音
ナ
フ
ヌ
レ
バ

底
（
音
は
変　

第
一
画
を
欠
く
）
音
ナ
フ
メ
レ

ハ

大

　
　
　

　
𥉶
長
ナ
ル 

底
国
乙

　
　
　

　

不
見
リ
ツ
ル
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
リ
は
変
）
不
見
エ
ザ
リ
ケ
ル
ゾ
ト

底
国
大

　
　
　

　

云
ツ
ラ
ム
ト 

諸
（
底
の
ツ
は
フ
に
重
書
し
て
訂
せ
し
も
の
の
如
し
、
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

出
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

莚
ノ
上
ニ 

Ａ
Ｂ

　
　
　

　

不
差
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

刀
差
タ
ル
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

刀
ヲ
差
タ
ル
ト

国

刀
ナ
差
タ
ル
ト

底

 

ナ
は

刀

の
捨
て
が
な
。

　
　
　

　

捜サ
ク
リ

出
サ
ム
ト
ス 

Ｂ
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淀
ニ
成
ナ
ム 

★　

徒
ニ
成
ナ
ム

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
の
徒
は
変　

三
水
に
作
る
、
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）
徒
ニ
成
ナ

ム
ズ

底
国
大

　
　
　

　

円
死
ニ
ヲ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

抜
キ
儲
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
抜
は
変
）

　
　
　

　

何
ク
ト
モ 

諸
（
乙
の
ト
モ
は
共
）

　
　
　

　

大
キ
ナ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

泣
キ
迷
フ 

Ａ
Ｂ

泣
キ
迷

乙

泣
々
迷
フ

Ｃ

泣
キ
逆
フ

底
国
大

一
六
一
　

来
ヌ
ル
ト
思
ヒ
ツ
レ
ト
モ
乙
Ａ
（
乙
の
ト
モ
は
共
）

　
　
　

　

洞
院
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云
寺 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

男 

諸
大

　
　
　

　

更
ニ
不
死
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

聊
モ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

無
カ
レ
ト
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
、
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）

　
　
　

　

人
狗
ト 

諸
大　

　
　
　

　

人
ニ
非
ス
者
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
十
話

一
六
一
　

ト
云 

諸
大

　
　
　

　

宿
ス 

乙
Ａ
Ｃ
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宿
ニ
〆 

諸
（
彦
底
国
の
旅
は
変　

旁
を

の
如
く
作
る
）

　
　
　

　

タ
リ 

諸
大

　
　
　

　

頭
姿 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

細
ヤ
カ
ニ
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

弊
レ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
六
二
　

ウ
シ
ロ
メ
タ
ナ
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

倦
ハ
ム
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

口
覆
ヒ
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

口
覆
ヒ
シ
ウ

底
国
大

　
　
　

　

衣
ヲ
脱
弃
テ 
乙
Ｂ
（
Ｂ
の
ヲ
は
変
）

　
　
　

　

辞
一

 
Ｂ
（
Ｂ
は
事
）

　
　
　

　

開
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

失
ニ
ケ
リ 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

預
咲
タ
リ 

Ｂ

　
　
　

　

恠
ク
思
ケ
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

亦

也 

諸
大

　
　
　

　

其
レ
モ
亦 

乙
Ｂ

　
　
　

　

夜

ヌ
レ
ハ 

乙

　
　
　

　

不
心
得
恠
シ
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

方
ツ
忌
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

夜
明
ル
マ
ヽ
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

物
ニ
取
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

郎

ノ
郡
司
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
等
）

一
六
三
　

候
ヒ
ツ
レ
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

取
ヌ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

何
ソ
思
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

皆
失
ヌ 

国
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
テ 

諸
大

　
　
　

　

宿
ス 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

何
ナ
ル
事
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

物
ヲ
多
ク 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

云 

流
布
本

云
フ

大

　
　
　

　

年
老
タ
リ
シ
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

侍
テ
也 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

熊
下
給
キ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

浄
マ
ハ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
マ
ハ
リ
は
変
）

　
　
　

　

浄
マ
ハ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

満
ツ
日 

諸　

諸
本
か
く
作
る
。
終
止
形
の
連
体
法
と
見
る
。

一
六
四
　

立
タ
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

鬼
ニ
マ
レ
神
ニ
マ
レ 

国
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

水
増
ヌ 

底
国
Ａ
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一
抱
許 

諸
（
底
国
の
抱
は
変　

把
に
近
し
）

　
　
　

　

縁ロ
ク

責 

Ｂ

　
　
　

　

ツ
ヤ
メ
キ
ニ
見
ユ 

乙
Ａ

　
　
　

　

極
テ
怖
シ
ク
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

暫
有
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

思
ヘ
ツ
レ
ト
モ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。
極
テ
怖
シ
ク
思
エ
ツ
レ
バ

の
意
。

　
　
　

　

不
抱
サ
リ
ツ
ハ 

乙
Ｂ

不
抱
ザ
リ
ツ
ハ
ト

諸
大

　
　
　

　

然
ル
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

試
ム
ト 
国
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云
テ 
諸
大

　
　
　

　

イ
カ
ラ
カ
シ
テ 

底
国
乙

　
　
　

　

不
抱
リ
ケ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

習
ヒ
不
得
給
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

古
藁
ノ
沓
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ

一
六
五
　

間 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

供
奉
ヲ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

為
サ
セ
給
ヒ
ニ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ニ
は
変
）

　
　
　

　

御
身
ニ
テ 

底
国
乙
大

御
身
マ
テ

Ａ
Ｃ

御
身
シ
テ

Ｂ

　
　
　

　

下
臈
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

下

ノ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
が
、
流
布
本
の
方
が
原
姿
で
あ
ろ
う
。
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有
ヌ
レ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

難
受
シ 

諸
（
底
の
難
は
変　

左
旁
を
革
に
作
る
）

　
　
　

　

適
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

出
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
十
一
話

一
六
五
　

郡
ニ 

諸
大

　
　
　

　

哀
レ
カ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

哀
ツ
レ
カ

底
国
大
（
底
の
哀
は
変　

口
を
日
に
作
る
）
古
本
か
く
作
る
は

哀
ツ

ル
ガ

も
し
く
は

哀
バ
ン
ガ

の
譌
か
。

　
　
　

　

見
ヘ
ケ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

檀
ト
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ

壇
ト
シ
テ

Ｃ

栖
ト
シ
テ
ゾ

底
国
大
（
底
の
栖
は
変　

旁
を
一
＋
曲
に
作
る
）

　
　
　

　

此
ノ 

諸
大

　
　
　

　

鵄 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

□
鵄

底
国
大

　
　
　

　

龍
カ
強
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
六
六
　

抓
ミ
砕
ト
散
ム 

乙
Ａ
Ｂ
（
Ａ
の
ム
は
ン
）
抓
ミ
砕
ン
ト
教
ン

Ｃ

抓
ミ
砕
□
散
ム

国

抓
ミ
砕
キ
散
ム

底

大
（
キ
は
古
体
）

 

噉

の
省
文

敢

の
譌
か
。
然
ら
ば
、
よ
み
は
、
ク
ラ
ハ
ム
も
し
く
は
ダ
ン
ゼ
ム
。

　
　
　

　

遙
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

潦
ヲ
遙
ニ

国

潦
テ
遙
ニ

底
大
（
底
国
の
遙
は
変　

を

に
作
る
）

 

繚

の
譌
。
流
布
本
、
此
の
語
を
脱
す
。
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狭
キ
洞
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
狭
は
変　

旁
を
乙
は
吏
、
Ａ
Ｃ
は
交
、
Ｂ
は
挍
に
作
る
）
狭
キ
峒
ノ

底
国
大

　
　
　

　

□
破 

諸
大

　
　
　

　

一
滴 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
の
滴
は
変　

旁
は
商
）

　
　
　

　

空
ヲ 

諸
（
底
の
ヲ
は
変　

ウ
に
近
し
）

　
　
　

　

亦 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
只

の
譌
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

東
塔
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

縁
ニ
出
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

挺
ニ
出
ニ

底
国
大

延

の
増
画
。

　
　
　

　

将
キ
行
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

今
ハ
限
リ
ト 
Ｂ

今
ハ
限
ト

乙
Ａ
Ｃ

今
ハ
限
タ
ト

底
国
大

 
限
ゾ

の
譌
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

立
有
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

洗
ハ
ム
為
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

縁
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

テ 

諸
大

　
　
　

　

水
瓶
ニ 

諸
（
底
の
瓶
は
変　

并
の
廾
を
甘
に
作
る
）

　
　
　

　

互
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
は
異
体
）

　
　
　

　

助
ク
事
ヲ 

諸

助
事
ヲ

乙　

終
止
形
に
よ
る
連
体
法
の
例
。

　
　
　

　

本
ノ
栖
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｃ
の
栖
は
手
偏
）

一
六
七
　

僧
負
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

蹴
破
テ 

諸
（
底
の
蹴
は
変　

旁
を
龍
に
作
る
）



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

雷
電

〆 

雷
電
霹
靂
シ
テ

諸
（
底
の
電
は
変　

雨
冠
＋

、
乙
Ａ
Ｂ
の
靂
霹
は
穴
冠
）

　
　
　

　

須
更
ニ 

底
Ｂ

　
　
　

　

坊
ニ
至
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

去 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

常
ノ
霹
靂
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
霹
は
穴
冠
、
Ｂ
の
シ
は
変
）

　
　
　

　

房
ニ
落
懸
ト
思
フ
程
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

房
ニ
懸
ト
思
程
ニ

底
国
大

　
　
　

　

有
タ
ン
暗
タ
ル
ニ 

★　

有
タ
ニ
暗
タ
ル
ニ

Ｂ

有
タ
ル
ニ
時
タ
ル
ニ

Ａ
Ｃ

有
タ
ル
ニ
晴
タ
ル
ニ

乙

有
テ

晴
タ
ル
ニ

底
国
大

　
　
　

　

失
ニ
シ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
シ
は
変
）

　
　
　

　

坊
ノ
人
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
皆
聞
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

驚
キ
奇
異
カ
リ
ケ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

翼
折
レ
タ
ル 

諸
（
底
の
翼
は
変　

を
己
に
作
る
）

巻
二
十
第
十
二
話

一
六
七
　

聖
有
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

唱
リ
外
ノ
事 

Ｂ

　
　
　

　

三
修
禅
師
ト
云
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
以
外
の
修
は
異
体
）
三
修
禅
師
ト
ゾ
云
ケ
リ

底
国
大

一
六
八
　

眉
間
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

佛
ノ 

諸
大
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西
ニ 

諸
大

　
　
　

　

其
坊
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

其
防
ノ

底
国
大　

正
字
は

坊
。

　
　
　

　

法
師 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
六
九
　

御
覧
ス
ル
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

ヲ
ウ
〳
〵
ト
ソ 

底
国

　
　
　

　

叫
レ
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ク 

乙
Ｂ

　
　
　

　

不
似
サ
リ
ケ
ル
事
ノ 

乙
Ｂ

巻
二
十
第
十
三
話

一
六
九
　

被
謀
野
猪
語 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

持
来
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
労
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

常
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

掌
ニ

底
国

 

古
本

掌

に
作
れ
る
を
、
流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

可
然
物
ナ
ト
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

久
ク
此
聖
人
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

餌ヱ

袋 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
七
〇
　

不
審
ナ
事
共
ナ
ト 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

問
テ
云 

諸



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

汝
モ
ヤ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

見
奉
メ
リ
ト

 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

猟
師
思
ハ
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

聖
人
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

夕
ヨ
リ
今
ヤ
々
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

今
ヤ
〳
〵
ト

底
国
大

　
　
　

　

東
ノ
峯
ノ 

★　

東
峯
ノ

底
国
大

東
ノ
方
ノ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
坊
ノ
内
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

猟
師
云
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

礼
ミ
奉
給
フ
ヤ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
フ
は
変
）
礼
シ
奉
給
ヤ
ト

国

礼
ミ
奉
給
ヤ
ト

底
大
（
ミ
は
変　

シ
に
近

し
）

　
　
　

　

年
来
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

谷
サ
ケ
ヒ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

動
ク
迯
タ
ル 

乙
Ａ

　
　
　

　

事
ノ
ト 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

猟
師
云
ク 

諸
大

一
七
一
　

躰
ル
也 

★　

射
ル
也

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
射
は
変
）
射
ツ
ル
也

底
国
大

　
　
　

　

云
ケ
レ
ハ 

諸
大

　
　
　

　

菩
薩 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

行
キ
見
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

醒
ニ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

ニ
ケ
リ

底
国
大
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酲

の
譌
と
す
れ
ば
、
名
義
抄
に
よ
り
サ
マ
タ
レ
の
訓
（
汰
・
慢
に
も
見
え
る
）
が
得
ら
れ
る
。

サ
マ
タ
ル
は
酔
っ
て
乱
れ
る
意
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
茲
で
は
、
ゆ
る
む
・
く
ず
れ
る
・

と
け
る
の
意
か
。

　
　
　

　

者 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

事
也
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

巻
二
十
第
十
四
話

一
七
一
　

野
于
變
人
形
請
僧
為 

大

　
　
　
　
　

講
師
語
第
十
四

　
　
　
　
　

標
目
だ
け
あ
り
本
文
欠 

諸
大

　
　
　
　
　

標
目
の
後
、
半
枚
空
白

巻
二
十
第
十
五
話

一
七
一
　

攝
津
国 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
は
國
）
攝
國

底
国

 

古
本

津

を
脱
せ
る
は

摂
州

に
類
似
し
た
も
の
か
。

　
　
　

　

家
大
キ
ニ
テ
富
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

神
ノ
祭
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

シ
ツ
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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サ
セ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

祭
リ
畢
テ
後
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
畢
は
変
）

　
　
　

　

秡
イ
祭
ル
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
七
二
　

我
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

依
テ
也
ト
思
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

依
テ
也
思
テ

底
国
大　

　
　
　

　

悔
ヒ
悲
ム
カ
為
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
悔
は
変
）

　
　
　

　

毎
月 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

六
斉
日
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

戒
ヲ
受
ヌ 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

行
セ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

行
ケ
リ

底
国
大

　
　
　

　

遂
ニ
死
ス
ル
刻
ニ 

乙
Ｂ　

Ａ
Ｃ
は
脱

　
　
　

　

立
チ
衛
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

将
入
ヌ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

向
テ 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
。

　
　
　

　

人
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
時
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

俎
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
変
）　

ト

底
国
大

　
　
　

　

食
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

咎
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ヲ 

国
Ａ
Ｃ
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訴
フ
事 

訴
タ
フ
事

諸
大　

終
止
形
の
連
体
法
の
例
。

　
　
　

　

食
テ
ム 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

定
メ
煩
ヒ
給
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

多
カ
ル
ニ
万
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
七
三
　

人
方
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

舌

ヲ
シ
テ 

舌
甞
ヲ
シ
テ

乙
Ａ
Ｂ
（
Ａ
の
ヲ
は
ラ
に
近
し
）

　
　
　

　

効
ヲ
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

放
ケ
ン
所
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
は
ム
）

　
　
　

　

云
ニ
テ
ソ
悟
ケ
ル 
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

崇
ス
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

弥
ヨ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
弥
は
変
）
弥
ニ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
に
従
え
ば
、
よ
み
は
コ
ト
ゴ
ト
ニ
（
名
義
抄
）。

　
　
　

　

此
人
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

郡
天
宮 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

命
修
ル
時
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

病
無
ク
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）

　
　
　

　

餘
テ
死
ニ
ケ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
十
六
話

一
七
三
　

豊
前
ノ
国
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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死
ヌ 

乙
Ａ
Ｃ

死
ス

底
国
Ｂ
大

　
　
　

　

二
ノ
澤
ヲ 

乙
Ｂ

一
七
四
　

塗
ヲ
以
テ 

乙
Ａ
Ｃ

塗
テ
以
テ

Ｂ

塗
リ
以
テ

底
国
大

 

霊
異
記
の

以
金
塗
厳

の
誤
訳
。

　
　
　

　

厳
レ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

宮
人 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

兵
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

王
在
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

愁
ヘ
申
セ
シ
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

愁
ハ
申
セ
ル
ニ

底
国
大

 
愁
ヘ

の
譌
。
流
布
本
、
正
し
く
作
る
。

　
　
　

　

鐵
釘
ヲ
以 

国
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

搔
挙
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
擧
）
揆
擧
テ

底
国
大

 

搔

の
譌
か
。
流
布
本
、
正
し
く
作
る
。

　
　
　

　

死
セ
ル
時 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
不
惜
〆 

乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

不
當
ト
宣
フ
又 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ヌ
は
変
）
不
當
ト

乙

不
當
ズ
ト
宣
テ
又

底
国
大
（
ス
ト
は
補
入
傍
書
の
如

し
）

　
　
　

　

受
給
ヘ
ル
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

槁
ヲ
人
ニ 

Ｂ

稿
ヲ
人
ニ

諸
大

　
　
　

　

不
奉
養 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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一
七
五
　

詈
リ
打
ツ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

詈
リ
打
バ

底
国
大

　
　
　

　

如
此
ノ
罪
ノ
故
ハ 

Ｂ

　
　
　

　

被
打
迫
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

破
打
迫
ル

底
国
大

 

破
は

被

の
譌
か
。

　
　
　

　

被
免
テ 

諸
（
底
の
免
は
蒙
と
免
と
の
混
淆
）

　
　
　

　

経
ヲ
冩
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
冩
は
変
、
乙
Ａ
Ｃ
は
寫
）
経
ク
寫
テ

底
国

経
ウ
寫
テ

大

 

古
本
、
ク
の
如
く
見
ゆ
る
を
、
ウ
の
譌
と
見
る
。
ウ
は

経

の
捨
て
が
な
。

　
　
　

　

七
月
七
日
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

弃
テ
キ 
諸

　
　
　

　

入
シ
時 
底
国

　
　
　

　

不
浄
ノ
物
噉
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

不
浄
ノ
物
ヲ
嚴
フ

底
国
大

 

噉

の
譌
。
流
布
本
、
正
し
く
作
る
。

　
　
　

　

一
舛
ヲ 

一
升
ヲ

諸
（
乙
Ａ
Ｂ
の
升
は
異
体
、
底
国
は
そ
の
変
）

　
　
　

　

報
ニ 

諸
（
底
の
報
は
変　

旁
を
艮
に
作
る
）

　
　
　

　

経
ヲ
令
讀
タ
リ
シ
ニ
依
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

経
リ
令
讀
タ
リ
シ
ニ
依
リ

底
国

経
ウ
令
讀
タ
リ
シ
ニ
依
リ

大

 

古
本
、
リ
の
如
く
見
ゆ
る
を
、
ウ
の
譌
と
見
る
。

　
　
　

　

依
テ 

流
布
本

依
リ

大

　
　
　

　

造
ラ
ム
ハ 

諸
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
、
底
国
は
ム
み
せ
け
ち
）

　
　
　

　

行
セ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

行
バ

底
国
大

　
　
　

　

争
テ
恐
々
ル 

乙
Ａ
Ｃ

争
ヲ
恐
々
ル

Ｂ

恐

ル

底
国
大
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而
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

遮
テ 

諸
大

遮
ノ

Ｂ

　
　
　

　

徘
徊
ノ 

国
乙
Ａ
Ｃ

徘

ノ

Ｂ

俳

ノ

底
大

　
　
　

　

蹉
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

汝
此 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
七
六
　

流
布
セ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ヲ
知
テ 

乙
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
十
七
話

一
七
六
　

年
老
タ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

共
寡
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ヲ

フ 

此
女
ヲ

フ

乙

此
レ
ヲ

テ

底
国
大
（

は
異
体
）
此
ヲ
厭
フ

Ｃ

　
　
　

　

養
ハ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

割
テ 

諸
（
底
国
の
割
は
異
体
の
変　

害
を
客
に
作
る
）

　
　
　

　

家
ノ
人
分
飯
ヲ
分
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

家
ノ
中
ニ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

不
食
ス 

Ａ
Ｂ

　
　
　

　

食
物
ク
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

農
業 

諸
（
底
の
業
は
異
体
の
変　

葉
に
近
し
）
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怠
ナ
ム
ス
ト 

Ａ
Ｂ
（
Ａ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

飯
ヲ
与
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

飯
ヲ
与
フ

底
国
大

一
七
七
　

在
り 

諸
大

有
リ

Ｃ

　
　
　

　

付
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

付
テ

底
国
大

　
　
　

　

蜿
十
具 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
の
十
は
ナ
に
近
し
）
蜿
十
貝
ヲ

乙

蜿
十
貝

底
国
大

　
　
　

　

其
米
五
許
ト 

乙
Ｂ

　
　
　

　

松
ノ
本
ニ 

Ｂ

松
ノ
木
ニ

乙
Ａ
Ｃ

栢
ノ
木
ニ

底
国
大

　
　
　

　

 

詫

大　

託

Ｂ
Ｃ　

正
字
は

託
。

　
　
　

　

死
タ
リ
ト
モ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

死
シ
時 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

在
テ 

諸
大

　
　
　

　

老
嫗
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

放
チ
ン
所
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
放
チ
は
変
）

　
　
　

　

生
タ
ル
者
リ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

我
カ
頸
ヲ 

乙
Ｂ

我
カ
額
ヲ

Ｃ

我
ガ
願
ヲ

底
国
Ａ
大
（
Ａ
の
カ
は
変
）

 

霊
異
記
は

頸
。

　
　
　

　

 

焰

大　

古
本
の
旁
は
旧
。

　
　
　

　

ヒ

シ
罪
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の

は
変
）

　
　
　

　

将
返
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
七
八
　

施
ス
ハ
功
徳 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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巻
二
十
第
十
八
話

一
七
八
　

冥
途 

諸
（
底
の
冥
は
変　

冖
冠
を
ム
の
如
く
作
る
）

　
　
　

　

此
女
怱
ニ 

★　

此
女
忽
ニ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

此
ノ
女
息
ニ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
忽

の
譌
か
。
流
布
本
お
よ
び
霊
異
記

忽

に
作
る
。

　
　
　

　

直
ク

味
ヲ 

諸
本
欠
字
。
直
シ
ク

味
ヲ

大

　
　
　

　

此
ヲ
饗
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ノ
病
フ
女
ヲ
召
ニ 

乙
Ｂ

此
病
フ
女
ヲ
召
テ

Ａ
Ｃ

此
ノ
病
ノ
女
ヲ
召
ニ

底
国
大　

よ
み
は
、
ヤ
マ
フ
も
し
く

は
ヤ
モ
フ
（
名
義
抄
・
字
類
抄
）。

　
　
　

　

此
レ
ニ

 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
カ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

緋
袋
ヨ
リ 

乙

　
　
　

　

 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

底
国
大

 

古
本
の
こ
の
字
体
は

鑿

の
通
体

の
省
文
。

　
　
　

　

立
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

女
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

免
ス
事 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

然
レ
ハ
女
ノ
魂 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
七
九
　

未
タ
有
リ
ヤ
ト 

諸

　
　
　

　

然
ハ
ク
其
ノ
山
田
郡
ノ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

活
テ
云
ク 

諸
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思
ヒ
忌
タ
ル
カ
ト 

乙
Ｂ

思
ヒ
忘
タ
ル
カ
ト

Ａ
Ｃ

思
ヒ
忘
タ
ル
ヤ
ト

底
国
大

　
　
　

　

驚
キ
恠
シ
ム
間 

諸
大

　
　
　

　

冥
途
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

生
タ
リ
シ
時
ノ
事
共
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

生
タ
リ
シ
時
事
ノ
共
ヲ

底
国

 

古
本
か
く
作
る
が
、
流
布
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　
　

　

魂
現
ニ
ソ
レ
ナ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

現
ニ
其
ナ
レ
ハ

底
国
（
現
の
右
上
に
魂
補
入
）
魂
現
ニ
其
ナ
レ
バ

大

 

攷
証
、
こ
の
次
に

カ
ヒ
ナ
シ
ト
モ

の
一
句
を
入
れ
る
が
、
諸
本
に
な
し
。

　
　
　

　

養
ニ 

諸
大

　
　
　

　

財
ヲ
〔　

脱　

〕
此
ノ　

流
布
本

領
シ
テ
ゾ
有
ケ
ル
此
以

を
欠
く
。

 
財
ヲ
〔
領
シ
テ
ゾ
有
ケ
ル
。
此
以
、〕
此
ノ

大

古
本
か
く
作
る
は
、
次
行
の
文
末
に
牽
引
さ
れ

て
の
衍
文
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

領
シ
テ 

諸
大

　
　
　

　

有
リ
事
也
又 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

葬
ス
事 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
葬
は
変
）

　
　
　

　

万
カ
一
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ル
事 

諸
大

巻
二
十
第
十
九
話

一
八
〇
　

敷
賀
ノ 

底
乙
Ｂ

　
　
　

　

馬
ヲ
借
テ 

諸
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追
着
テ
来
ル 

乙
Ａ
Ｂ

追
付
テ
来
ル

Ｃ

追
着
テ
副
テ
来
ル

底
国
大

　
　
　

　

我

 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
等
）

　
　
　

　

此
ヲ
聞
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

然
カ
云 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

家
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

求
メ
得
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云
ツ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

免
タ
ル
也 

諸

　
　
　

　

有
カ
ト 
流
布
本

有
ヤ

大

　
　
　

　

道
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

今
食
ム
ト 

諸

　
　
　

　

無
シ
テ 

无
シ
テ

諸
大

 

会
話
文
末
が
地
の
文
に
融
合
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
。

　
　
　

　

大
キ
ニ 

諸

　
　
　

　

班
ナ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
班
は
変
）

一
八
一
　

免
シ
テ 

諸
大　

こ
の
テ
は

テ
ハ

の
意
。

　
　
　

　

其
年
ノ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我

カ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
等
）

　
　
　

　

金
剛
般
若
経 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

金
剛
盤
若
経

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
が
、
正
字
は

般
。
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令
讀
メ
ヨ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

高
作
丸
ト
云
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

仲
智
丸
ト 

諸

　
　
　

　

三
ヲ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

名
乗
テ 

大　

底
本

垂

ノ
異
体
に
作
る
。

　
　
　

　

明
ニ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

行
キ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

仁
耀
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

仁
耀
ク

底
国

仁
耀
ウ

大

 
古
本
ウ
を
ク
に
作
れ
る
を
、
耀

の
捨
て
が
な
と
見
て
訂
。

　
　
　

　

満
テ
ツ 
諸
大

　
　
　

　

晩
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

搔カ
キ

消ケ

ツ
様
ニ 

諸
（
底
の
搔
は
変　

旁
を
発
に
作
る
）

　
　
　

　

大
寺 

大

大
安
寺

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

返
シ
不
納
シ
故
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

返
シ
不
納
サ
レ
故
ニ

底

返
シ
不
納
ザ
ル
故
ニ

国
大　

国
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

存
セ
ル
也 

諸
（
底
の
ル
は
リ
の
上
に
重
書
せ
る
も
の
の
如
し
）

　
　
　

　

錯ア
ヤ
マ

レ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

貴
事
也
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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巻
二
十
第
二
十
話

一
八
二
　

依
西
業 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

恵

ト 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
霊
異
記

恵
勝

と
す
る
。

　
　
　

　

不
知
ス
僧 

乙
Ｂ

　
　
　

　

犢
ヲ 

諸
（
底
の
犢
は
変　

旁
を
責
に
作
る
）

　
　
　

　

恵

法
師
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

涅
槃
経
ヲ 

底
国
乙
Ａ
（
底
の
涅
は
変　

旁
は
具
に
近
し
）

　
　
　

　

涙
ヲ 

諸
（
底
は
変　

渡
に
近
し
）

　
　
　

　

死
ヌ 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

大
ニ
瞋
テ 
国
乙
Ｂ
（
Ｂ
の
瞋
は
変
）

　
　
　

　

詈
テ 

諸
（
底
は
変　

罒
を
日
に
作
る
）

　
　
　

　

咀
ヒ

シ
ツ
ル
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

咀
ヒ

ヒ
ツ
ル
也

底
国
大

 

正
字
は

詛
。
こ
の
字
は
、
も
と
、
カ
ム
と
訓
じ

咀
嚼

と
熟
す
る
字
で
あ
る
が
、
字
類
抄
、

ノ
の
人
事
に
も

咀

を
ノ
ロ
フ
と
よ
み
、
シ
の
畳
字

呪
詛

の
注
に
も

咀
ィ
本

と
見
え

る
。

　
　
　

　

端
正
ニ
シ
テ 

諸
（
底
の
端
は
変　

糸
偏
の
草
体
も
し
く
は
行
人
偏
の
如
く
に
作
る
）

　
　
　

　

書
冩
〆
持
参
シ
タ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
写
）
書
写
シ
テ
持
参
タ
ル

底
国
大
（
底
国
Ａ
Ｂ
の
シ
テ
は
合
字
）

　
　
　

　

人
ニ
令
知
ム
カ
為
ニ 

乙

　
　
　

　

咎
ヲ 

諸
（
底
の
咎
は
変　

否
に
近
し
）

　
　
　

　

借
用
セ
ン
物
ヲ
ハ 

乙
Ｂ
Ｃ
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ニ 

Ａ
Ｂ

　
　
　

　

死
ス
ル
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
八
三
　

畜
生
ト
成
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
二
十
一
話

一
八
三
　

多
麿
郡 

諸
大　

諸
本
か
く
作
る
が
、
倭
名
抄
に
は

多
磨
郡

と
見
え
る
。

　
　
　

　

天
平
勝
寳
元
年
ノ 

★　

天
平
勝
寶
元
年
ト
云
年
ノ

乙
Ａ
Ｃ

天
平
勝
寶
元
年

底
国
Ｂ
（
底
国
は
ト
云
フ
年
ノ
と

補
入
）
天
平
勝
寶
元
年
ト
云
フ
年
ノ

大

　
　
　

　

死
ヌ 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

同
寮
庵 
同
寮
等

底
国
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

 
古
本
及
び
霊
異
記
三
昧
院
本
か
く
作
る
。
正
字
は

僚
。

　
　
　

　

造
ハ
必
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

可
記
事
也
ト
云
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
也
は
ナ
リ
）
可
記
事
也
云
テ

底
国
大

 

流
布
本
に
よ
り
て
補
読
。

　
　
　

　

六
月
ノ
一
日 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

六
月
ノ
一
日
ノ

底
国
大

　
　
　

　

本
ヨ
リ
懺
悔
ノ
心 

諸
（
底
の
懺
は
変　

木
偏
に
作
る
）

　
　
　

　

心
ヲ
改
テ
善
ヲ
行
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ヲ
・
善
、
Ｃ
の
テ
は
変
）

　
　
　

　

深
ク 

涂
ク

大

古
本
の
こ
の
字
体
は
、
深

の
俗
体

の
譌
。

　
　
　

　
𨐫
ヒ 

譬
ヒ

底
乙
Ａ
（
底
は
異
体
の
変　

言
を
一
＋
口
に
作
る
）



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

巻
二
十
第
二
十
二
話

一
八
四
　

一
ノ
寺
造
テ 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

名
ク
藥
王
寺
ト 

乙
Ｂ

　
　
　

　

置
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

宜
テ

底
国
大
（
底
の
テ
は
ラ
に
近
し
）

　
　
　

　

田
村
ノ
主
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
底
国
Ａ
の
岡
は
異
体
、
Ｂ
Ｃ
は
変
）

　
　
　

　

始
ノ
家
ニ 

乙
Ｂ
（
Ｂ
の
始
は
変
）

ノ
家
ニ

底
国
大

娘
ノ
家
ニ

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

酒
ニ
造
テ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

一
人
ト
〆
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
一
人
モ

底
国
大
（
モ
に
ト
シ
テ
と
傍
書
）

　
　
　

　

夢
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

葬
ニ

底
国
大

 
古
本
か
く
作
る
は

夢

の
異
体

梦

の
変
。

　
　
　

　

膝
ヲ
曲
メ
テ 

諸
（
底
の
ヲ
は
変　

ウ
に
近
し
）

　
　
　

　

前
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

酒
ニ
計
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

借
用
シ
テ 

乙
Ｂ

備
用
シ
テ

Ａ
Ｃ

用
シ
テ

底
国
大

 

貳

の
俗
体

の
譌
。
名
義
抄
に

貸

の
俗
字
と
し
て
見
え
る
他
、
従
人
求
也

と
注

す
る
。
字
類
抄
に
は
、
借
（
カ
ル
・
カ
ス
・
カ
リ
）
の
次
に

仮
・

と
見
え
る
。
借
用
の
意
。

　
　
　

　

其
ノ
直ア
タ
イ

ヲ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

哀
ニ
テ
心 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
痛
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

非
ス
ヨ
リ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

非
ス

底
国
（
ス
の
右
下
に
ヨ
リ
ハ
補
入
）



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

 

諸
本
か
く
作
る
。
自
非
檀
越

の
、
誤
れ
る
訓
読
。

　
　
　

　

示シ
メ

ス 

大　

底
本
の
字
体
は

ネ
。

　
　
　

　

示
ス
ト
云
ヘ
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

問
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

問
テ
云

底
国
大

一
八
五
　

酒
造
ル 

諸
（
底
国
の
酒
は
異
体
の
変
）
流
布
本
は
正
字
に
従
う
。

　
　
　

　

家
ニ
行
キ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

普
ノ
人
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

寺
ノ
僧
浄
侶
達 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

寺
ノ
僧
浄
達

底
国
大

　
　
　

　

畢
テ 
諸
（
底
は
変　

卑
に
近
し
）

　
　
　

　

不
見
ヘ
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

大

恐
シ 

乙
Ｂ
（
彦
乙
の
奇
は
変
、
Ｂ
は
奇
）

　
　
　

　

償
也
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

償
也

底
国
大

　
　
　

　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
二
十
三
話

一
八
五
　

年
来
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

生
レ
ム
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

道
ニ
テ 

諸

　
　
　

　

他
ノ
思
無
カ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）

　
　
　

　

皆
貴
思 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

年
積
テ 

諸
（
底
の
積
は
変　

偏
は
釆
）

　
　
　

　

七
十
餘
程
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

身
強
カ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

緩
モ
無
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）

　
　
　

　

弟
子
共
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
八
六
　

勧
ム
ル
事 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

申
時
計
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

申
時
斗
ニ

底
国
大

 

計

斗

の
正
字
は

許
。

　
　
　

　

五
色
ノ
糸
ヲ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

五
尺
ノ
糸
ヲ

国

五
□
ノ
糸
ヲ

底
（
尺
と
書
い
て
消
し
た
跡
あ
り
）

　
　
　

　

四
五
十
遍
許 
乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

責
カ
リ
喜
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

常
ニ 

諸

　
　
　

　

屋
ノ 

諸
（
彦
岩
底
国
の
壺
は
異
体
の
変　

右
＋
関
の
如
き
字
体
）

　
　
　

　

酢ス

瓶 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

五
寸
計 

大

五
寸
許

乙
Ｃ

　
　
　

　

木
ノ
上
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

唱
ツ
ル
ヨ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

死
ス
ル
剋
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

棚
ノ
上
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

棚
ノ
上
ニ
ノ

底
国
大

 

上
ニ

と

上
ノ

と
の
混
淆
か
。
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思
ケ
リ
ト
モ
思
不
返
〆 

Ａ
Ｂ
（
Ａ
Ｂ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

失
ヌ
見
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

明
ル
朝 

国
乙
Ｂ
Ｃ

一
八
七
　

心
發
ス
ト
モ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

心
發

乙

心
發
ス
ト

底
国
（
ス
ト
の
左
に
云
ト
モ
補
入
）
心
發
ス
ト
云
ト
モ

大

　
　
　

　

ノ
縁
ニ 

諸
大

　
　
　

　

難
カ
リ
ナ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

思
フ
カ
悲
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
ム
ガ
悲
キ

底
国
大

　
　
　

　

不
可
見
ト
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
二
十
四
話

一
八
七
　

三
年 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

見
ル
ニ 

諸
大

　
　
　

　

恐
レ
怖
レ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

毒

ハ
必
ス 

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
蛇
）
毒
蛇
ス

乙

毒
蛇
ヲ
必
ズ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
此
ノ
毒
蛇
ヲ

…
…

ト
思
ニ
と
い
う
構
造
が
、
上
の

恐
ヂ
怖
レ
テ
思

ク

と
重
複
し
つ
つ
も
脳
裡
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

　

依
テ 

諸

一
八
八
　

不
可
開
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

生
タ
リ
シ
時 

大　

古
本
、
傍
書
に

死
ニ
（
ニ
は
、
歟

の
譌
か
）
と
あ
る
が
、
こ
の
ま
ま
で
文
意
の
理
解

に
差
し
支
え
な
い
。



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

臨
タ
ラ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

受
ケ
ム
ヤ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
（
Ａ
の
ム
は
ン
）

巻
二
十
第
二
十
五
話

一
八
八
　

打
乞
食
ヲ
感
現
報
ヲ　
　

★　

打
乞
食
感
現
報

乙
Ａ
Ｃ

打
乞
食
ニ
感
現
報
ヲ

Ｂ

打
乞
食
ヲ
感
ル
現
報
ノ

国

打

乞
食
ヲ
感
ル
現
報
ヲ

底
大

　
　
　

　

打
ム
ト
為
ル 

諸
大
（
底
は
ル
に
加
筆
し
て
レハ
と
せ
る
如
し
、
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

 

諸
本
か
く
作
る
。
為
ル
ニ

の
意
。
底
本

為
レ
バ

の
如
く
訂
す
る
は
、
さ
か
し
ら
で
あ
ろ

う
。

　
　
　

　

乞
食
迯
テ 
乙
Ａ
Ｂ
大

乞
食
ヲ
迯
テ

Ｃ

尼
食
迯
テ

底
国

 

古
本

尼
食

に
作
る
を
、
流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

侘
テ 

佗
テ

古
本
Ｃ
大　

正
し
く
は

侘

 

意
訳
す
れ
ば
、
逃
げ
る
術
を
失
っ
て
。

　
　
　

　

誦
〆 

国
乙
Ａ
Ｃ
（
国
乙
Ａ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

被
縛
ヌ 

諸
（
Ｂ
の
ヌ
は
変
）

　
　
　

　

其
人
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

助
ケ
ン
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

助
ケ
ン
カ
為 

国
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

愁
ニ 

乙
Ｂ
Ｃ
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巻
二
十
第
二
十
六
話

一
八
九
　

打
破
テ
乞
食
ノ
鉢
感
現
報
★　

打
破
乞
食
鉢
感
現
報

乙

打
破
テ
乞
食
鉢
感
現
報

Ａ
Ｃ

打
破
ナ
乞
食
ノ
鉢
感
現
報

Ｂ

打
破
テ
乞
食
鉢
ヲ
感
ル
現　

報
ヲ

底
国
大

　
　
　

　

白
髪
部
ノ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

心
邪
見
ニ
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

人
ニ
物
ヲ 

諸
（
底
は
人
と
ニ
近
接
し
て
今
の
如
く
作
る
）

　
　
　

　

家
ニ
至
テ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

物
ヲ
乞
フ 

乙
Ａ
Ｃ

物
ケ
乞
フ

Ｂ

師
ヲ
乞
フ

底
国
大

 
古
本
か
く
作
る
。
ク
ヒ
モ
ノ
の
意
の

食

を
類
音
の
字
で
表
記
し
た
も
の
か
（
字
類
抄
、
ク
の

飲
食
に

食

の
訓
を
ク
ヒ
モ
ノ
・
ク
ラ
フ
、
音
を
シ
・
シ
ョ
ク
と
し
る
す
）。
或
は
、
物
（
モ

ノ
）
を
、
モ
ロ
（
師
）
と
誤
り
聴
い
て
か
く
写
し
た
も
の
か
。
霊
異
記

乞
食
。

　
　
　

　

悪
事
有
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
ノ
倉
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

死
ヌ
レ
ハ 

諸
大

死
ス
レ
バ

Ｂ

　
　
　

　

知
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

忩
テ 

Ｂ

急
テ

乙
Ａ
Ｃ

怠
ラ

底
国
（
ラ
に
テ
と
朱
傍
）
怠
テ

大　

進
ん
で
、
の
意
。

　
　
　

　

何
况
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

何
况
フ
ヤ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
イ
ハ
ム
ヤ
の
音
便
形
、
イ
ハ
ウ
ヤ
の
表
記
と
見
ら
れ
る
。
同
時
代
の
類
例
と

し
て
は
、
法
華
百
座
六
月
十
九
日
の
条
に

マ
ウ
サ
ウ
ニ
シ
タ
ガ
ヒ

の
例
が
見
え
る
。

　
　
　

　

化
身
ハ
在
ナ
ム 

乙
Ｂ



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

巻
二
十
第
二
十
七
話

一
九
〇
　

感
ル
現
報
ヲ 

底
国
Ｂ

　
　
　

　

大
政
大
臣
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

藍
カ
ハ
シ
リ
ク 

乙

藍
カ
ハ
シ
リ
タ

Ｂ

藍
カ
ハ
シ
リ

底
国

藍
ガ
ハ
シ
ク

Ａ
Ｃ
大　

諸
本
か
く
作
る
。

監

の
増
画
と
も
、
三
水
と
草
冠
と
を
代
替
し
た
も
の
と
も
取
れ
る
。

　
　
　

　

沙
弥
ノ
頭
ヲ
摩 

乙
Ａ
Ｃ

沙
弥
ヲ
頭
ヲ
摩

Ｂ

沙
弥
ノ
頭
ヅ
摩

底
国

 

ヅ
は

頭

ノ
全
訓
す
て
が
な
。

　
　
　

　

蒙
レ
リ 

諸
（
底
の
蒙
は
返　

草
冠
＋
彖
に
作
る
）

　
　
　

　

必
死
ナ
ム
ト 
乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

他
ノ
為 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
被

ヨ
リ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

我
被

ム
ヨ
リ
ハ

底
国
大
（
空
白
で
行
末
）

　
　
　

　

毒
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

毒
ヲ
服
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

屍
骸
ヲ 

諸
（
底
国
の
骸
は
変　

旁
を
底
は
宛　

国
は
充
の
異
体
に
作
る
）

　
　
　

　

多
ク
百
姓
此
レ
ヲ 

★　

多
ク
此
レ
ヲ

Ａ
Ｃ

多
テ
百
姓
此
レ
ヲ

Ｂ

多
ク
百
姓
此
ヲ

乙

多
ク
死
ヌ
百
姓
此

レ
ヲ

底
国
大

　
　
　

　

氣
ニ
依
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

氣
ニ
依
ニ

底
国
大

　
　
　

　

ヲ 

諸
大

　
　
　

　

海
部
ノ
郡
ト 

Ｂ

　
　
　

　

椒
抄
ノ
具
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

椒
抄
ノ
奥
ノ

底
国
大
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諸
本
及
び
霊
異
記
か
く
作
る
が
、
抄

は
、
或
は

の
誤
り
か
。
抄

、
共
に
ハ
ジ

カ
ミ
と
よ
む
（
字
類
抄
。
名
義
抄
は
前
者
だ
け
）。

　
　
　

　

見
ヲ
聞
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

見
聞
テ

乙

見
ヲ
聞
テ
人

底
国
大

巻
二
十
第
二
十
八
話

一
九
一
　

捕
兎 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

郡
ニ 

諸
大

　
　
　

　

幾
ノ
程
ヲ 

底
国
Ｂ
大

幾
程
ヲ

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

毒
ノ
瘡 
諸
（
底
の
瘡
は
変　

倉
を
君
に
作
る
）

　
　
　

　

見
聞
ク
人 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

蒙
ル
也
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

命
ヲ
惜
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

生
ハ 

底
国
（
生
の
右
下
に
ヲ
補
入
）

巻
二
十
第
二
十
九
話

一
九
二
　

郡
ニ 

諸
大

　
　
　

　

名
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

名
ヲ
ハ

乙

名
バ

底
国
大
（
名
の
右
下
に
ヲ
補
入
）

　
　
　

　

爪
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

瓜
ヲ

底
国
大
（
瓜
は
異
体
）

　
　
　

　

不
堪
ヘ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

負
ス
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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無
キ
故
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
止
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

怱
ニ 

★　

忽
ニ

諸
大
（
底
の
忽
は
変　

急
忽
と
の
混
淆
）

　
　
　

　

感
セ
ト
ト
ソ 

底
国
乙

巻
二
十
第
三
十
話

一
九
二
　

心
邪
見
ニ
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

一
九
三
　

六
年
ト
云
年
ノ
三
月
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
下
の
年
は
歳
）

　
　
　

　

兵
士 
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

丘
士

乙

丘
土

底
国
（
兵
士
と
朱
傍
）

 
よ
み
は
、
ヒ
ヤ
ウ
ジ
も
し
く
は
ツ
ハ
モ
ノ
。

　
　
　

　

生
テ
云
ク 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

国
司
ヲ
召
ス 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

至
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

山
真
ノ
里 

諸
大

山
奥

Ｃ　

山
直

が
原
姿
。

　
　
　

　

他
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

叫
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

勢
力
熱ア

ツ

ヤ
ト
云 

★　

勢
力
熱
ヤ
ト
云
フ

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
熱
は
勢
）
熱
カ
熱
カ
ト
云

乙

熱
ヤ
熱
ヤ
ト
云
フ

底
国
大

　
　
　

　

入
為
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

思
ニ 

諸
大
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引
ニ 

諸
大

　
　
　

　

引
出
シ
ツ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

引
出

底
国
大

　
　
　

　

男 

諸

　
　
　

　

地
ヲ
踏
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

衛
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

走
廻
ル
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

爛
テ
骨
現
ユ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

爛
ニ
骨
現
也
見
ニ

国

爛
ニ
骨
現
也
見
ユ

底
大
（
底
国
の
也
は
草
体
に
し
て
や
や

右
寄
り
に
小
書
）

　
　
　

　

報
ヲ
示
ス
也
ト
ソ 
乙
Ｂ

報
ヲ
示
也
ト
ソ

Ａ
Ｃ

報
ノ
示
也
ト
ゾ

底
国
大

 
報
ノ

は

報
ヲ

の
意
。

　
　
　

　

不
可

生
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

實
也
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
三
十
一
話

一
九
四
　

大
和
国
添
ノ
上
ノ
郡
ニ 

諸
（
底
国
の
大
和
國
は
傍
書
補
入
、
諸
は
國
）

　
　
　

　

明
暮
レ
文
ヲ 

Ｂ

　
　
　

　

塔
ヲ 

諸

　
　
　

　

不
信
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

繚
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
レ 

諸
大　

乙
は
こ
の
前
後
脱



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

今
母
子
ノ
道
ハ 

諸

　
　
　

　

裁
コ
ト
ハ
リ

リ
給
ヘ
ト 

諸
大
（
底
国
の
裁
は
変　

衣
を
禾
に
作
る
）

 

古
本
、
衣

の
代
わ
り
に

禾

に
作
る
は
、
程

を

と
書
く
が
如
き
通
用
に
基
づ

く
。
流
布
本
に
よ
り
て
訂
。

　
　
　

　

痛
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

我
ニ

底
国
大

 

自
分
か
ら
、
の
意
の

我
ト

に
通
ず
る
も
の
と
も
、
我
ニ
モ
非
ズ

の
意
と
も
取
れ
る
。
ま

た
、
俄
ニ

の
省
文
と
す
る
の
も
一
案
。

　
　
　

　

食
物
無
シ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
无
）

一
九
五
　

不
可
成
ト
ナ
ム 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

巻
二
十
第
三
十
二
話

一
九
五
　

為
依
不
孝 

底
国
乙
Ｂ

　
　
　

　

寡
ニ
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

乞
テ
食
ハ
ト 

乙
Ｂ
（
Ｂ
の
テ
は
変
）

　
　
　

　

可
令
食
キ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

幻
キ
子
ヲ 

底
国
Ｂ

幼
キ
子
ヲ

乙
Ａ
Ｃ
大　

幻

は
譌
。

　
　
　

　

裹ツ
ヽ
ミ

タ
ル 

諸
大

　
　
　

　

飢
ノ
心 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
飢
は
変　

金
偏
）
飢
ヘ
心

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
悲
ビ
心
ニ
不
堪
シ
テ

と
同
じ
語
法
か
。
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喜
テ
寝
ヌ 

諸
（
底
の
寝
は
変　

穴
冠
に
て
爿
を
方
に
作
る
）

　
　
　

　

夜
半
計
程
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
ト
忽
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
我
は
吾
）

　
　
　

　

此
レ
極
テ 

Ｂ

　
　
　

　

不
孝
不
養
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

死
ス
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
レ
夫
二
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
の
我
は
吾
）

　
　
　

　

可
孝
養
キ
也
ト
ナ
ム 

諸
（
底
国
の
也
は
小
字
也
ト

ナ
ム
と
書
け
り
）

巻
二
十
第
三
十
三
話

一
九
六
　

吉
志
火
丸 

Ａ
Ｂ

　
　
　

　

早
部
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

甼
部
ノ

底
国

部
ノ

大

 

甼

は

日
下

の
合
字

の
譌
。
写
本
多
く

に
作
る
こ
と
は
、
棭
斎
の
攷
証
に
詳

し
い
。

　
　
　

　

真
屓
也 

諸
大

　
　
　

　

ト
云 

諸
本
欠
字

ト
云
フ

大

　
　
　

　

行
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

行
ヌ
ト
ハ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は

行
ヌ
レ
バ

の
譌
か
。

　
　
　

　

不
相
ヒ
見 

乙
Ｂ

　
　
　

　

不
能
ハ 

乙
Ａ
Ｃ



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

喪
服
ノ 

乙
Ｂ

服
ノ

底
国
大

表
服
ノ

Ａ
Ｃ

 

古
本
か
く
作
る
は

喪

の
譌
。
乙
Ｂ
は
正
字
。

　
　
　

　

被
許
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
テ
は
変
）
被
計
テ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は

許

の
譌
。
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
正
字
。

　
　
　

　

慈
悲
有
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

常
善
ヲ
修
ス 

Ａ
Ｂ
Ｃ

常
ニ
善
ヲ
修
ス

乙

常
ニ
養
ヲ
修
ス

国

常
ニ
養
ヲ
修
ヌ

底
大

 

古
本
か
く
作
る
は

供

を
脱
し
た
も
の
か
。

　
　
　

　

可
詣
ス
シ
ト 

Ｂ

可
詣
ト

Ａ
Ｃ

可
詣
シ
ト

乙

可
訪
シ
ト

底
国
大

　
　
　

　

身
ヲ
浄
メ
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

身
シ
浄
メ
テ

底
国
（
シ
は
他
の
草
体
に
作
る
）
身
ミ
浄
メ
テ

大

 
古
本

シ
（
但
し
、
変
）
に
作
れ
る
を
、
身

の
全
訓
捨
て
が
な
と
見
て
訂
。

　
　
　

　

共
ニ
行
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

共
ユ
行
テ

底
国
大

　
　
　

　

不
見
ヘ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

託
タ
ル
カ 

乙
Ａ
Ｃ
（
Ａ
の
託
は
詫
）

　
　
　

　

隠
レ
ム
カ
為 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

ス
ト 

Ａ
Ｂ
Ｃ

一
九
七
　

此
ノ
一
ノ
衣
ハ 

乙

　
　
　

　

我
カ
弟 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
レ
ヲ
實
ノ
罪
ニ
非
ス 

Ａ
Ｂ
Ｃ

此
ヲ
實
ノ
罪
ス

乙

此
ヲ
實
ノ
心
ニ
非
ズ

底
国
大

 

諸
本
か
く
作
る
。
文
末
の

免
シ
給
へ

に
直
接
す
る
も
の
か
。

　
　
　

　

落
入
リ
畢
ヌ 

諸
（
底
の
畢
は
変　

日
＋
干
に
作
る
）
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母
カ
捕
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

母
ト
捕
タ
ル

底
国
大

　
　
　

　

抜
テ 

国
乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

挙
リ
乍
ラ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

誦
テ 

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

筥
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

笘
ニ

底
国

　
　
　

　

ミ
給
フ 

給
フ

底
国
大
（

は
変　

手
偏
）

　
　
　

　

サ
ム
マ
テ
ノ
事
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
三
十
四
話

一
九
七
　

建
立
ヨ
リ 
諸
大

　
　
　

　

達
广
宗
ヲ 
達
磨
宗
ヲ

諸
大

　
　
　

　

遣
レ
ヤ
リ
ケ
ル
ニ 

乙
Ｂ
（
Ｂ
の
レ
は
変
）

　
　
　

　

書
テ 

諸
大

　
　
　

　

出
雲
ノ
地 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

微
妙
ナ
レ

 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
（
乙
Ｃ
大
は
ト
モ
）
妙
微
ナ
レ

底
国
（
行
末
な
れ
ば
ナ
レ
ド
モ
を
横
一
行
に
書

け
り
）

 

流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

監
行 

底
国
大

濫
行

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
成
ケ
ル
ニ
カ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

何
ナ
リ
ケ
ル
ニ
カ

大

一
九
八
　

破
壊
シ
タ
ル
也 

諸
大
（
底
国
の
也
は
小
字
シ
タ

ル
也
と
書
け
り
）
被
壊
シ
タ
ル
也
Ｂ
（
壊
は
変
）



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

侘
シ
キ 

流
布
本

佗
シ
キ

大　

流
布
本

侘

正
字
。

　
　
　

　

少
ク
狭
ク 

底
国
Ｂ

　
　
　

　

有
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

末
時
ニ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

倒
ナ
ム
ス 

Ａ
Ｂ

　
　
　

　

這
行
カ
ム
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

打

シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云
テ
止
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

云
止
ヌ

底
国
大

　
　
　

　

屋
ヲ
壊
ル 
諸
（
底
の
壊
は
変　

手
偏
に
作
る
）

　
　
　

　

柱
折
崩
レ
テ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

裏
板
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

裏
杉
ノ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
板

を

杦

と
見
た
に
基
く
譌
。

　
　
　

　

雨
水
ノ
□
タ
リ
ケ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

大
ナ
ル
魚
共 

Ａ
Ｂ
Ｃ
大

大
成
魚
共

乙

大
ナ
ル
夢
共

底
国
（
夢
は
変　

草
冠
と
夕
の
間
に
四
を
二
つ
重
ね

た
り
）

 

流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

有
ケ
ル
ニ 

諸
大

　
　
　

　

違
フ
事
無
ク
シ 

Ｂ
（
Ｂ
は
无
）

　
　
　

　

深
カ
故
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ニ
は
変
）
深
故
ニ

底
国
大

　
　
　

　
𣅟
テ 

耽
テ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
変
）

底
国
大



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

 

古
本
か
く
作
る
は
、
耽

の
異
体

（
名
義
抄
・
字
類
抄
に
見
え
る
）
の
譌
。

　
　
　

　

長
キ 

諸
大

　
　
　

　

取
ラ
レ
子
ハ 

★　

取
ラ
レ
ネ
ハ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

不
被
取
ネ
バ

底
国
大

　
　
　

　

鎌
ト
云
物
ヲ
以
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

鯰
ヲ
搔
切
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

鰓
ヲ
搔
切
テ

国
乙

鰓
ヲ
揆
切
テ

底
大

　
　
　

　

葛
ニ
貫
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

蔦
ニ
貫
テ

底
国
大

 

ツ
タ
の
古
名
・
異
名
マ
ツ
ナ
グ
サ
を

真
綱
草

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
此
の
ま
ま

で
理
解
で
き
る
が
、
或
は
流
布
本
の

葛

が
原
姿
か
。

　
　
　

　

魚
共
ナ
ト
始
テ 
Ｂ

　
　
　

　

令
戴
テ 
乙
Ａ
Ｃ
大

令
裁
テ

底
国

 

流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

此
鯰
ハ
夢
ニ 

底
国
Ｂ

　
　
　

　

ソ
ト 

諸
大

一
九
九
　

童
部
ノ
為 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

取
ナ
ム 

Ｂ

取
ナ
ン

乙
Ａ
Ｃ

敢
ナ
ム

底
国
大

 

噉

の
省
文
と
見
る
。（
構
わ
な
い
）
食
べ
て
し
ま
お
う
。

　
　
　

　

他
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

他
ノ
鯰
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

他
ノ
鯰
ヨ
リ

底
国
大

　
　
　

　

吉
キ
ナ
メ
ル 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

飯
レ
ト 

乙
Ａ



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

　
　
　

　

ヱ
ツ
〳
〵
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

エ
フ
〳
〵
ト

底
国
大

 

こ
の
フ
を
、
促
音
符
と
解
す
れ
ば
、
流
布
本
の

ヱ
ツ
〳
〵
ト

と
同
じ
擬
態
語
に
な
る
。

巻
二
十
第
三
十
五
話

一
九
九
　

法
ヲ
学
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

美
濃
守

ノ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

美
濃
ノ
守

ノ
□
ト

底
国
大

　
　
　

　

願
ケ
リ 

Ａ
Ｃ

願
ナ
リ

Ｂ

顧
ケ
リ

底
国
乙
大

　
　
　

　

京
ニ
有
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

可
行
キ
事
ヲ 
乙
Ｂ

可
行
事
ヲ

Ａ
Ｃ

可
行
ヲ
事
ヲ

底
国
大

 
古
本
か
く
作
る
は
、
キ

の
譌
か
。

二
〇
〇
　

志
シ 

Ｂ

志
シ
ヲ

Ａ

忠
ヲ

底
国

志
ヲ

乙
Ｃ
大

 

流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

褰
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

懐
国
供
奉
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

懐
國
供
養
ト

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は

供
奉

の
誤
り
。
流
布
本
は
正
し
く
作
る
。

　
　
　

　

請
ス
ル 

諸
大

　
　
　

　

戯
ル
レ
ハ 

戯
レ
バ

諸
大

　
　
　

　

失
サ
セ
給
ヒ
ケ
レ
ハ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

老
タ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

事
ノ
縁
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

事
ヲ
縁
モ

底
国
大
（
ヲ
に
ノ
歟
と
朱
傍
）
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こ
の
ヲ
は
、
ノ
の
古
体

乃

の
譌
か
。

　
　
　

　

失
サ
セ
給
ヒ
ヌ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

居
タ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

居
ル

国

居
タ
ル
ハ

底
大

　
　
　

　

此
ク
居
タ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

此
ニ
居
タ
リ

国

此
テ
居
タ
リ

底
大

　
　
　

　

房
ニ
□
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

房
ニ
タ
ル

底
国
大

　
　
　

　

法
服
直
シ
ク 

Ａ
Ｂ
Ｃ

法
服
直
シ
テ

乙

法
服
真
シ
ク

底
国
大
（
底
国
Ａ
Ｃ
の
服
は
変　

旁
を
艮
に
作
る
）

 

古
本
か
く
作
る
は

直

の
誤
り
。
流
布
本
は
正
し
く
作
る
。

　
　
　

　

烈 

大

列

Ｃ　

烈

は

列

の
通
字
。

　
　
　

　

乗
ス
レ
ハ 
大

乗
ヌ
レ
バ

乙
Ｃ

　
　
　

　

登
〆 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

書
之
奉
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

佛
供
共
モ 

乙
Ａ

　
　
　

　

微
妙
ニ
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

微
妙
ク
ヒ
テ

底
国
大
（
ヒ
に
シ
歟
と
朱
傍
）

 

ヒ
は
シ
の
譌
。

二
〇
一
　

長
刀
提
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

七
八
人
計
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

七
八
人
許
ノ

底
国
大

　
　
　

　

嗔
テ
云
ク 

国
乙

　
　
　

　

進
シ
カ 

進
リ
シ
カ

諸
大

　
　
　

　

一
供
奉
ソ
ナ
ム 

★　

一
供
奉
ソ
ナ
ン

乙
Ａ
Ｃ

二
供
奉
リ
ナ
ム

Ｂ

一
供
奉
ヲ
ナ
ム

底
国
大
（
底
の
ナ
は

重
書
し
て
訂
せ
し
も
の
）
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リ
奉
ル
ニ
ハ 

諸
（
蔑
は
変　

竹
冠
＋
罒
＋
戈
）

　
　
　

　

事
闕
ト
云
ト
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

為
マ
シ 

諸
大

　
　
　

　

サ
ム
ト 

覆
サ
ム
ト

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）
覆
ス
サ
ム
ト

底
国
大

　
　
　

　

丸マ
ロ

ミ
下
ル 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

長
短
ナ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

逆
ニ
倒
レ
ヌ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

迫
マ
リ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

講
師
共
ニ 
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
ニ
非
ヌ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

行
ヒ
モ
非
ス 

底
国

　
　
　

　

乱
ヌ 

乙

乱
ス

諸
大

　
　
　

　

国
ノ
者
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

行
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

本
意
無
キ
氣
色
也 

乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
は
无
）

　
　
　

　

任
モ
畢
レ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

住
モ
畢
レ
ハ

乙

任
モ
最
レ
バ

底
国
大

 

最
花

を
ハ
ツ
ホ
と
よ
む
と
こ
ろ
か
ら
、
ま
た

最

に
ハ
テ
の
意
も
寓
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

す
れ
ば
、
敢
て
訂
す
る
に
も
及
ぶ
ま
い
。

　
　
　

　

而
ル
間 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

而
ル
不

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
間

の
草
体
の
変
か
。
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白
癩
ト
云
病 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
の
癩
は
変
）
白
癩
ト
云
テ
病

底
国
大
（
癩
は
草
体
の
変
）

　
　
　

　

三
月 

諸
大

　
　
　

　

三
月
計 

三
月
許

諸
大

二
〇
二
　

嫉
妬
セ
ル
ニ 

諸
（
底
の
嫉
は
変　

旁
を

に
作
る
）

　
　
　

　

此
レ
ヲ
知
テ 

諸
（
底
は
知
テ
を
合
し　

聟
の
草
体
の
如
く
作
る
）

　
　
　

　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

諸

語
レ
リ
傳
ヘ
タ
リ
ト
ヤ

底
大

 

底
本
か
く
作
る
は
、
語
レ
リ

語
リ

の
混
淆
か
。

巻
二
十
第
三
十
六
話

二
〇
二
　

讃
良
ノ
郡
郡
司
ナ
ル 
諸
（
底
の
郡
は
変　

君
の
上
に
ゝ
を
有
す
、
Ａ
Ｃ
の
下
の
郡
は
々
、
Ｂ
は
ノ
欠
）

　
　
　

　

男
有
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

男
者
ケ
リ

底
国
大

　
　
　

　

恐
ル
ヽ
故
ニ 

Ａ

　
　
　

　

木
供
養
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

年
ク
レ
テ 

諸
大

暮
テ

乙

　
　
　

　

阿
闍
梨
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

□
阿
闍
梨
ト

底
国
大

　
　
　

　

其
ノ
日
成
テ 

Ａ
Ｂ

　
　
　

　

高
座
ノ 

底
国
乙
Ｂ
（
底
の
座
は
変　

病
垂
に
作
る
）

　
　
　

　

檀
越
何
事
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

テ 

諸
大

　
　
　

　

国
ノ
守
ニ

ノ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

國
ヲ
守
ニ

ノ
□
ト

底
国
大



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

二
〇
三
　

思
ツ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
エ
ツ
レ
ル
ニ

底
国
大

　
　
　

　

此
ノ
年
老
タ
レ
ハ 

諸
大
（
底
国
の
老
は
変　

者
の
草
体
に
近
し
）
此
老
タ
レ
ハ

乙
（
年
補
入
）

　
　
　

　

説
教
共
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　
𨐫
喩
モ 

諸
（
底
Ｂ
の
譬
は
異
体
の
変　

底
は
言
を
王
に
作
る
）

　
　
　

　

高
ク
捲
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

高
ク
棒
□

底
国
大

　
　
　

　

詣
来
□
タ
リ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　
𠇲
マ
ウ
ト 

乙
Ａ
Ｂ

𠇲

は

休

の
異
体
。

　
　
　

　

講
師 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

講
師
ノ

ニ
タ
ル

底
国
大

 
講
師
の
控
室
に
。
古
本
、
上
の

云
テ

以
下
、
下
の

守
ノ

に
至
る
ま
で
傍
書
補
入
。
流
布

本
は
、
補
入
の
位
置
を
誤
り
、
文
意
続
か
ぬ
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　

　

計
ニ
行
ヌ 

諸
（
底
は
モ
ト
と
傍
訓
）

　
　
　

　

行
ヌ
レ
ハ 

流
布
本

行
ヌ
レ

大　

行
ヌ
レ
バ
の
意
。

　
　
　

　

奇
異
ク 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

聞
智
人
モ
无
キ
マ
ヽ
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

功
徳
ト
コ
ソ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　
𨐫
ヘ
ム 

諸
（
底
の
譬
は
異
体
の
変　

言
を
辛
の
如
に
作
る
、
Ａ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

然
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
然
ヲ

底
国
大

　
　
　

　

座
ス
ナ
リ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

田
舎
ノ
人 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

檀
越 

諸
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居
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

一
裏
ニ
ハ
綾
卅
疋 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

此
レ
其
代
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

講
師
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

郎
 

諸
（
国
Ｂ
の
等
は
異
体
）

二
〇
四
　

テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

ラ

底
国
大

　
　
　

　

暫
ク
計
リ
有
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

暫
ク
許
有
テ

乙

暫
ク
計
リ
有
ニ

底
国
大

　
　
　

　

親
類
ナ
ト
惜
カ
リ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
カ
は
変
）
親
類
ナ
ト
糸
惜
カ
リ
テ

国

親
類
ナ
ド
糸
惜
ガ
リ
テ

底
大

　
　
　

　

外
道
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

貧
道
ニ

底
国
大

 
古
本
か
く
作
る
が
、
貧
道

は
僧
の
自
称
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
場
合
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
。
流
布
本
の

外
道

は
、
或
は
原
姿
か
と
思
わ
れ
る
が
、
外
↓
貧
の
中
間
に

劣

を

入
れ
て
見
れ
ば
、
そ
の
変
化
の
過
程
は
、
比
較
的
理
解
し
易
い
。

　
　
　

　

妨
タ
ル 

諸
大

　
　
　

　

止
ヌ 

乙
Ａ
Ｃ

止
メ

Ｂ

止

底
国
大

 

古
本
、
上
の

音
ヲ
挙
テ

以
下
、
下
の

泣
入
テ

ま
で
を
傍
書
補
入
せ
り
。
そ
の
二
行
に
記

せ
る
傍
書
を
、
流
布
本
は
誤
り
て
二
ヶ
所
に
分
ち
補
入
せ
る
た
め
構
文
が
乱
れ
て
い
る
。

　
　
　

　

泣
入
テ
〔　

脱　

〕
云 

泣
入
テ
〔

事
无
シ
。
子
ノ
男
出
来
テ
ハ
、
然
事
候
ツ
ル
也
〕
云

大

　
　
　

　

布
施
无 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

布
施
无
□

底
国
大

　
　
　

　

老
ニ
タ
メ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

妨
タ
ル
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ
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實
ニ
ナ
ケ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

実
ナ
レ
バ

底
国
大

　
　
　

　

此
ハ
有
ル
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
ニ
於
テ
モ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

懃
ニ 

底
Ｂ
（
底
は
変　

勧
＋
心
に
作
る
）

　
　
　

　

彼
世
ノ
事 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

説
経
ノ
愚
ナ
ル
コ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

施
経
愚
ナ
ラ
バ
コ
ソ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
説
経

を
耳
で
聞
い
た
ま
ま
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

　

我
カ
事 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

聞
テ
見
ツ
レ
ハ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

キ
マ
ヽ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

誤
用
ヲ 

諸
（
底
国
の
誤
は
変　

旁
を
足
に
作
る
）

巻
二
十
第
三
十
七
話

二
〇
五
　

被
敢 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

冨
メ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
リ 

流
布
本

在
リ

大

　
　
　

　

相
諸
共
云
ク 

乙
Ａ
Ｂ

相
諸
共
ニ
云
ク

相
諸
云
ク

底
国
大

　
　
　

　

亦
血
多
流
レ
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

馬
牛
ノ 

諸

　
　
　

　

呉

臾
ノ 

呉
茱
臾
ノ

乙
Ａ
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噉タ
ン

セ
ル
カ 

諸
大
（
底
は
変　

厳
の
如
く
作
る
）

　
　
　

　

重
キ
崇
リ
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

重
テ
崇
リ
ヲ

底
国
大　

崇

は

祟

の
通
字
。

　
　
　

　

聞
キ
集
リ
来
レ
ヲ 

Ｂ

聞
キ
集
リ
来
ル
ヲ

Ａ
Ｃ

聞
集
リ
来
ル
ヲ

乙

聞
テ
集
リ
来
テ
此
レ
ヲ

底
国
大

　
　
　

　

彼
ノ
頭
ヲ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

彼
娘
ノ
頭
ヲ

乙

彼
頭
ヲ

底
国
大
（
彼
の
下
に
娘
ノ
と
補
入
）

　
　
　

　

斉
會
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
三
十
八
話

二
〇
六
　

幼
ク
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

其
ノ
名 
★　

其
名

乙
Ａ
Ｃ

其
ノ
石

Ｂ

其
ノ
各

底
国
大
（
各
に
名
と
朱
傍
）

 
古
本
か
く
作
る
は
、
名

の
譌
。

　
　
　

　

僧
也
ト
云
ヘ
ト
モ 

諸
（
底
は
也
の
右
下
に
更
に
ト
と
傍
書
あ
り
）

　
　
　

　

作
ヲ
成
シ
テ 

Ｂ

　
　
　

　

人
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

春
来
寺
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

春
米
寺
ノ

底
国
大

　
　
　

　

過
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

遇
ム

底
国
大

　
　
　

　

而
ル 

乙
Ｂ

而
ル
ニ

Ａ
Ｃ

而
ル
間

底
国
大

　
　
　

　

忽
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

忽
チ

底
国
大

　
　
　

　

離
テ
踊
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
計
ノ 

大

何
許

乙
Ｃ

　
　
　

　

哀
ナ
ル
事 

諸
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感
ス
ル 

諸

　
　
　

　

无
カ
レ
ト
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
三
十
九
話

二
〇
七
　

清
瀧
河
ノ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

年
来
テ
行
フ
僧 

Ａ
Ｂ

年
来
ヲ
行
フ
僧

Ｃ

年
来
行
フ
僧

乙

年
来
ノ
行
フ
僧

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
は
、
ヲ

の
譌
か
。

　
　
　

　

カ
ク
計
ノ
行
人
ハ
不
有 
乙
Ｂ

　
　
　
　
　

レ
ト

　
　
　

　

時
モ
有
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

時
モ
□
ケ
リ

底
国
大

　
　
　

　

上
ニ
ハ
有
テ 

Ｂ
Ｃ

上
ニ
ハ
在
テ

乙
Ａ

上
ニ
ハ
在

底
国
大

　
　
　

　

疑
シ
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

嫌
シ
ク

底
国
大

　
　
　

　

テ
上
様 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
副
は
変
）
副
キ
上
様

底
国
大
（
上
様
傍
訓
ノ
ホ
リ
サ
マ
ニ
）

　
　
　

　

持
佛
堂 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

閼
伽
棚
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

神
サ
ヒ
タ
ル
事 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

神
タ
ル
事

底
国
大

　
　
　

　

窓
ノ
有
ヨ
リ 

諸
（
底
の
窓
は
変　

ウ
冠
＋
悉
に
作
る
）

　
　
　

　

置
キ
散
シ
タ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

不
断
香
ノ 

諸
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満
チ 

底
国
乙
大

満
テ

Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
テ
は
変
）

　
　
　

　

年
七
十
計
ナ
ル 

乙
Ｂ

　
　
　

　

火
界
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

睡
リ
乍
ラ 

底
国
Ｂ

　
　
　

　

香
水
ニ
差
シ
浸
シ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

只
然
ニ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

音
ヲ
挙
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
擧
）

二
〇
八
　

眠
リ
醒
テ 

Ａ
Ｂ

眠
ヲ
醒
テ

Ｃ

睡
リ
醒
テ

底
国
乙
大
（
底
国
の
醒
は
変　

旁
を
底
は
皇
、
国
は
呈
に
作

る
）

 
底
本
の
旁
、
皇

の
如
く
作
る
は
、
も
と

睡
リ
ノ
醒
テ

と
あ
っ
た
痕
跡
を
示
す
か
。

　
　
　

　

其
時
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
ノ
御
房
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

テ
云
ク 

諸

　
　
　

　

御
弟
子
ニ
成
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
（
乙
の
弟
は
第
）
御
身
子
ニ
成
テ

底
国
（
身
は
草
体　

弟
と
朱
傍　

ニ
に
ト
と
傍

書
）

　
　
　

　

云
ケ
ル
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

無
テ
有
ケ
ル 

乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
は
无
）
无
ク
テ
有
ケ
ル

Ａ
Ｃ

无
ク
有
ケ
ル

底
国
大

　
　
　

　

憍
慢
ノ
心
ヲ 

諸
（
Ａ
Ｂ
の
慢
は
変
）

　
　
　

　

思
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
ニ

底
国
大　

こ
の
ニ
は
、
ニ
ヨ
リ
テ
の
意
。

　
　
　

　

給
也
ケ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｂ

給
フ
也
ケ
リ
ト

Ｃ

給
也

底
国
大
（
也
の
右
下
に
タ
リ
ト
と
補
入
）
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不
可
成
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

不
可
成
ト
ナ
ム

国

不
可
成
ズ
ト
ム

底
大
（
ス
は
重
書
し
て
訂
せ
し
も
の　

ト
の

下
か
な
一
字
分
位
空
白
）

巻
二
十
第
四
十
話

二
〇
八
　

其
レ
カ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

冬
比
ナ
リ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

河
原
風 

乙
Ｂ

　
　
　

　

藁ワ
ラ

ト 

藁
薦
ト

乙
Ｂ
（
Ｂ
の
藁
は
変
）

二
〇
九
　

義
紹
院
此
ハ
何
ナ
ル 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ニ
臥
タ
ル
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

乞コ
ツ
カ
イ匊
ニ
候
フ
ト 

底
Ｃ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
の

は
変　

Ａ
Ｃ
は
包
、
Ｂ
は
匊
に
近
し
）

　
　
　

　

凝
屈
テ 

底
国
乙

　
　
　

　

義
紹
院 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

思
テ
怱
ニ
着
タ
ル 

★　

思
テ
忽
ニ
着
タ
ル

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
フ
忽
ニ
有
タ
ル

底
国
大　

思
フ
ニ

の
意
。

　
　
　

　

走
テ 

諸
大

　
　
　

　

顔
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

頭
ニ

底
国
大

　
　
　

　

取
テ
搔
キ
□
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

取
リ
搔
キ
□
テ

底
国
大

　
　
　

　

何
ニ
為
ル
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ソ
は
変
）
何
為
ル
ゾ
ト

底
国
大
（
底
の
ソ
は
変　

リ
に
近
し
）

　
　
　

　

施
ス
ナ
ラ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

而
ル
ヲ 

★　

而
ル
キ

Ｂ

而
ル
ニ

乙
Ａ
Ｃ

而
ヲ

底
国
大
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打
懸
ケ
施
ス
ハ 

Ａ
Ｂ

　
　
　

　

可
受
ツ
ト 

Ａ
Ｂ

可
受
ソ
ト

Ｃ

可
受
ト

乙

可
受
キ
ト

底
国
大

　
　
　

　

失
ヌ 

諸

　
　
　

　

在
ニ
コ
ソ
有
ケ
レ
ト
思 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

在
マ
シ
ケ
ル
有
ケ
レ
ト
思

底
国
大
（
レ
の
下
か
フ
ニ 

な
一
字
分
空
白
）

　
　
　

　

隠
々 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

甲
斐
无
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

馬
引
ヘ
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

歩
ミ
行
テ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

歩
ニ
テ
ゾ
行
テ

底
国
大

　
　
　

　

然
ハ
カ
リ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

智
者
也
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
况
ヤ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
况
は
口
偏
）

巻
二
十
第
四
十
一
話

二
〇
九
　

依
正
直 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　
四
十
一
代

　
　
　
　
　

持

天
皇 

持
統
天
皇

諸
（
彦
底
Ａ
Ｂ
の
統
は
変　

旁
を
宛
に
作
る
）
四
十　

一
代
持
統
天
皇

乙

　
　
　

　

心
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

各
ニ

底
国
大

 

古
本
か
く
作
る
。
心
ザ
シ
と
よ
む

格
（
名
義
抄
）
の
省
文
と
し
て
も
、
右
（
字
類
抄
、
コ
の

人
事
）
の
譌
と
し
て
も
、
か
く
よ
め
よ
う
。

　
　
　

　

明
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

二
一
〇
　

シ
カ
ル
ニ
依
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

有
ヘ
シ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

然
レ
ト
モ 

諸
（
底
の
レ
は
ハ
の
上
に
重
書
せ
し
も
の
）

　
　
　

　

然
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

然
メ

国

然
ソ

底

 

流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

不
限
リ 

不
限
シ

大

　
　
　

　

旱
魃 

流
布
本

旱

大

　
　
　

　

百
姓
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

百
性
ノ

底
国
大

　
　
　

　

施
ニ
依
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ニ
依
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

感
ヲ
垂
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

雨
降
キ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

守
リ
ヲ
加
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

心
不
可
仕
フ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

心
ノ
不
可
仕
ズ

底
国
大　

こ
の
ノ
は
ヲ
の
意
。

巻
二
十
第
四
十
二
話

二
一
〇
　

宇

郡
ニ 

宇
陀
郡
ニ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

宇
沱
陀
郡
ニ

底
国
（
沱
み
せ
け
ち
）

　
　
　

　

子
共
養
ニ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

子
共
養
フ
ニ

乙

子
共
ヲ
養

底
国
大

　
　
　

　

身
ヲ
浄
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

居
タ
時
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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ヲ

テ 

菜
ヲ
採
テ

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
は
采
を
宋
の
如
く
作
る
）
菜
ヲ

テ

底
国
大　

採

に
草
冠

を
増
画
し
た
も
の
。

　
　
　

　

者
ハ 

諸
（
底
の
ハ
は
変　

ワ
の
古
体
の
如
く
作
る
）

　
　
　

　

佛
法
ヲ
不
法
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

服
藥
仙
ト
云
ケ
リ 

諸
大
（
底
国
の
服
は
変　

旁
は
艮　

ケ
リ
を
フ
ナ
ル
ヘ
シ
と
訂
す
る
も
採
ら
ず
）

　
　
　

　

女
也
ト
云
ヘ
ト 

Ｂ

　
　
　

　

如
此
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

凶
害
ヲ 

諸
大

　
　
　

　

可
離
ル
キ
也
ト
ナ
ム 
Ｂ

巻
二
十
第
四
十
三
話

二
一
一
　
六
十
代

　
　
　
　
　

朱
雀
院
御
代 

乙

　
　
　

　

十
一
月 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

月

底
国
大

　
　
　

　

大
将
ノ
皇
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

奉
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

左
右
近
ノ 

諸
大

　
　
　

　

其
時
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

右
大
将
ニ
テ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

右
大
将
ハ

底
国
大

　
　
　

　

人
ノ
御
ケ
ル 

乙
Ｂ
Ｃ
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山
階
寺
ナ
ト
ノ 

乙
Ａ
Ｃ

山
階
寺
ナ
ト
ソ

Ｂ

山
階
寺
ナ
ド

底
国
大

　
　
　

　

法
蔵
僧
都
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
一
二
　

不
審
サ
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

参
ニ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

参
ケ
リ

底
国
大

　
　
　

　

不
審
ニ
思
給
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

参
候
ツ
ル
也 

諸
（
底
国
の
也
は
小
字　

行
末
に
て
也ツ

ル

と
書
け
り
）

　
　
　

　

吉
カ
ラ
ム
ト 

★　

吉
カ
フ
ム
ト

Ｂ

吉
カ
ラ
ン
ト

乙
Ａ
Ｃ

吉
カ
ラ
メ
ト

底
国
大
（
底
の
メ
は
重
書
し

て
訂
せ
し
も
の
）

　
　
　

　

喜
シ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

喜
キ
シ

底
国
大

 
古
本
か
く
作
る
は
、
喜
キ

と

喜
シ

と
の
混
淆
か
。

　
　
　

　

勘
ヘ
申
シ
タ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

悪
カ
リ
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

若
シ 

諸
（
底
は
変　

草
冠
を
ソ
に
作
る
）

　
　
　

　

座
ス 

大

坐
ス

Ａ
Ｃ

　
　
　

　

死
ナ
ム
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
ヲ
聞
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

捨
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

加
護
シ
給
ヒ
ナ
ム
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）
如
護
シ
給
ヒ
ナ
ム

底
国
（
加
歟
と
朱
傍
）
加
護
シ
給
ヒ
ナ
ム

大

 

流
布
本
に
よ
り
訂
。
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御
ケ
リ 

乙
Ｂ

　
　
　

　

在
ラ
ム
ト
ナ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

只
人
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
二
十
第
四
十
四
話

二
一
二
　

従
我
門
出 

諸
（
底
は
出
の
右
肩
に
ニ
の
如
き
も
の
あ
り
）

二
一
三
　

微
妙
カ
リ
ケ
ル
ナ
ム 

諸
大

　
　
　

　

西
ノ
京
ノ
家
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

西
ノ
京
ノ
蒙
ニ

底
国
大

 
古
本
か
く
作
る
は
、
家

の
譌
か
。

　
　
　

　

然
リ
ト
テ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

可
出
キ
ニ
侍
ル
ト 

乙
Ｂ

可
出
ニ
侍
ル
ト

国
Ａ
Ｃ

可
出
ニ
侍
ツ
ト

底
大

　
　
　

　

恒
ヲ 

底
Ｂ

　
　
　

　

宣
ヒ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

糸
惜
ケ
レ
ハ 

諸
大

糸
借
ケ
レ
ハ

底　
 

底
本

借

に
作
れ
る
を
、
諸
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

行
タ
リ
ケ
ル 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

可
将
出
キ
門
ノ 

乙
Ｂ

可
将
出
門
ノ

Ａ
Ｃ

可
将
出
テ
門
ノ

底
国
大

　
　
　

　

云
ツ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｃ

云
ツ
ル
ノ

Ｂ

云

底
国
大
（
云
の
右
下
に
ツ
ル
ハ
と
傍
書
）

　
　
　

　

思
ヘ
ル
ニ
依
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

思
ニ
依

底
国
大
（
ニ
に
底
は
ヒ
ツ
ル
ニ
と
傍
書
）

　
　
　

　

壊
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

懐
テ

底
国
大



彦根城博物館所蔵 今昔物語 巻二十の本文の位置づけ

 

懐

は

壊

の
譌
。
流
布
本
正
字
。

　
　
　

　

将
出
セ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

云
テ 

乙

云
フ

古
本

云

流
布
本

　
　
　

　

希
有
ノ
事
ヲ
モ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

宣
ヒ
ケ
ル
人
カ
ナ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
大

宣
ヒ
キ
ル
人
カ
ナ

底
国

 

流
布
本
に
よ
り
訂
。

　
　
　

　

テ 

Ｂ

　
　
　

　

捨
ケ
ル 

乙
Ａ
Ｂ

　
　
　

　

出
ヌ
人
ヤ 
乙
Ａ

　
　
　

　

イ
ト
奇
異
キ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

糸
奇
異
キ

国

糸
弃
異
キ

底
大

　
　
　

　

口
々
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は

）

二
一
四
　

僻
事
ヲ
云
ヒ
合
ヒ
ツ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
カ
セ
ム
ニ
任
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

世
不
劣
シ 

諸
（
底
国
は
世
の
右
下
に
モ
歟
と
傍
書
、
Ｂ
の
劣
は
変
）

　
　
　

　

祖
ニ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

キ
者 

大　

Ａ
Ｃ
を
の
ぞ
き
諸
本
欠
字
。

　
　
　

　

不
為
ル
物
ノ 

乙
Ａ
Ｂ

不
為
ル
物
ニ

Ｃ

不
為
ヌ
物
ノ

底
国
大
（
ヌ
は
変　

シ
テ
の
合
字
に
近
し
）

　
　
　

　

身
不
顧
リ 

Ａ

　
　
　

　

人
ト
ハ
云
ソ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

天
道
モ
ソ
レ
ヲ 

乙
Ａ
Ｃ



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

　
　
　

　

時
ノ 

諸
大

　
　
　

　

事
ナ
云
ソ
ト 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

泣
者
共
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

讃
メ
貴
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

讃
メ
貴
キ

底
国
大

　
　
　

　

難
有
ク 

乙
Ｂ

　
　
　

　

廣
大
也 

底
国
（
ケ
ル
心
也
と
補
入
）

　
　
　

　

彼
入
道
ノ
身
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

死
ニ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

死
ニ
ケ
リ
ル

底
国
大

　
　
　

　

福
力
ニ
テ 
乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
ハ
人
ノ
中
ニ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

此
レ
ヲ
見
聞
ク 

乙
Ｂ

巻
二
十
第
四
十
五
話

二
一
四
　

学
生
ニ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
學
）
學
生
ニ
シ
テ

底
国
大

　
　
　

　

吉
事
ヲ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

篁
ハ
心
中
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

二
一
五
　

此
ヲ
見
テ
此
ハ
何
ナ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

恠
ク
思
ヘ
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

直
ニ
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

吉
事
者
也 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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免
シ
給
ラ
ム 

乙
Ａ
Ｂ
（
乙
の
ム
は
ン
）

　
　
　

　

思
テ
程
ニ
活
レ
リ 

Ｂ

　
　
　

　

暫
ク
止
テ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

日
来
モ 

乙
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

何
タ
ル
事
ソ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
タ
は
変
）

　
　
　

　

御

ノ 

諸
大

　
　
　

　

此
事
人
ニ
不
被
仰
弥
ヨ 

乙
Ａ
Ｃ

此
事
ノ
ミ
不
被
仰
弥
コ
恐
ヲ
不
可
報
仰

Ｂ

此
ノ

　
　
　
　
　

恐
テ
不
可
被
仰 

事
弥
ヨ
恐
テ
人
ニ
不
可
被
仰

被

底
国
大
（
此
ノ
事
ま
で
補
入
傍
書
）

 
古
本
か
く
作
る
が
、
弥
ヨ
恐
テ

は
、
下
文
の
同
一
句
が
竄
入
し
た
為
の
衍
か
。
流
布
本
は
、
こ

の
上
に
更
に

人
ニ
不
被
仰

を
追
加
す
る
。
古
本
の
衍

被

を
、
流
布
本
は
削
る
。

　
　
　

　

不
知
ル
事
也 

乙
Ｂ

　
　
　

　

非
リ
ケ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

人
ノ
為
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

恐
怖
ケ
リ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
怖
は
変
）

巻
二
十
第
四
十
六
話

二
一
六
　

云
人 

諸
本
欠
字
。

云
フ
人

大

　
　
　

　

吉
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

平
カ
ニ
〆 

乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
Ｂ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

田
畠 

諸
（
底
の
畠
は
変　

上
部
を
田
に
作
る
）
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来
リ
集
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
来
は
変
）

　
　
　

　

山
ヲ
不
嫌 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
岡
は
変
）
岡
山
ヲ
モ
不
嫌
シ
テ

底
国
大

　
　
　

　

極
テ 

諸
大

　
　
　

　

並
ヒ
无
シ 

Ａ
Ｂ
（
Ａ
Ｂ
は
并
）

　
　
　

　

ト 

諸
大

　
　
　

　

佛
神
ノ 

諸
大

　
　
　

　

都
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

郡

ニ

底
国
大

　
　
　

　

巡
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

郡
ニ
不
被
知
〆 
乙
Ａ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｃ
は
シ
テ
）

　
　
　

　

籠
ヲ 
旅
籠
ヲ

諸
（
旅
は
異
体
の
変　

彦
底
国
Ａ
Ｃ
は
犭
変　

旁
は
底
は
哀　

彦
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
表
の
如
く

作
る
）

　
　
　

　

郡
ニ
入
ニ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
入
は
変
）

　
　
　

　

引
出
物
ナ
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

然 

諸
大

　
　
　

　

其
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

我
カ
住
ニ
ハ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

可
賢
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

便
ヲ
不
得
〆 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）
使
ヲ
不
得
シ
フ

底
国
（
フ
に
テ
歟
と
朱
傍
）
使
ヲ
不
得
シ

テ

大

　
　
　

　

可
成
ト 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
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云
ヒ
廻
ラ
カ
シ
タ
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ラ
は
変
）
云
ヒ
廻
ラ
カ
シ

底
国
大

　
　
　

　

国
人
共
此
ヲ
聞
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
國
）

　
　
　

　

手
ヲ
作
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

手
ヲ
作
ニ

底
国
大
（
手
は
変　

午
に
近
し　

手
と
傍
書
）　

諸
本
か
く
作
る
が
、

手
ヲ
抃
テ

の
譌
か
。

　
　
　

　

喜
テ
喜
シ
キ
マ
ヽ
ニ 

乙
Ｂ

喜
テ
喜
キ
マ
ヽ
ニ

Ａ
Ｃ

喜
テ

底
国
大
（
テ
の
下
に
喜
ニ
を
補
入
）

　
　
　

　

各
身 

諸
大

各
自

Ｃ

　
　
　

　

如
此
ノ 

諸
大

　
　
　

　

郡
ニ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

奥
ノ
方
ニ 
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

彼
レ
ハ
何
ソ
ト 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

彼
レ
ヲ
何
ニ

底
国
大
（
ニ
の
下
か
な
一
字
分
位
空
白
）

　
　
　

　

渚
ニ 

乙
Ａ
Ｃ

　
　
　

　

開
テ
見
レ
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

開
ヲ
見
レ
バ

底
国
大

二
一
七
　

組
タ
ル 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

但
タ
ル

底
国
大　

但

は

組

の
譌
。

　
　
　

　

其
レ
ニ
糸
ヲ
以
テ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

其
糸
ヲ
以
テ

底
国
大

 

流
布
本
に
従
っ
て
、
補
読
。

　
　
　

　

結
タ
リ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

供
タ
リ

底
国
大

　
　
　

　

重
子
ツ 

★　

重
ネ
ツ

諸
（
底
の
ツ
は
重
書
し
て
訂
せ
し
も
の
）
重
ヲ

国

　
　
　

　

寄
来
タ
ル
ヘ
シ 

Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

三
腰
ノ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

直
三
千 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

直
ハ
三
千
石

底
国
大
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丸
鞆
ノ
直
ハ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

他
ニ
非
ス
約
三
字
分
欠 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
非
は
ア
ラ
）
他
ニ
作
ス

底
国
大
（
行
末
ま
で
約
二
十
字
分
空
白
）

 

攷
証
、
一
本
に
よ
り

国
ノ
内
ノ

と
補
。

　
　
　

　

崇
メ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

榮
メ

底
国
大

　
　
　

　

国
ヲ
吉
ク 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

民
ヲ
モ
冨
シ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

冨
テ
不
約
三
字
分
欠 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

冨
テ

底
国
大
（
行
末
ま
で
約
十
字
分
空
白
）

 

攷
証
、
一
本
に
よ
り

亦
此
思
ヒ

と
補
。

　
　
　

　

財
ヲ
モ 
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ

　
　
　

　

心
ノ
直
弥
ヨ 
心
ノ
直

弥
ヨ

底
国
大
（
行
末
ま
で
約
十
字
分
空
白
）

 
攷
証
、
一
本
に
よ
り

キ
ガ
至
セ
ル
所
也
。
其
ノ
後
ハ

と
補
。

　
　
　

　

神
ヲ
崇
メ
テ
ソ 

乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
テ
ソ
は
変
）
神
ヲ
崇
メ

底
国
大
（
行
末
ま
で
約
十
一
字
分
空
白
）

 

攷
証
、
一
本
に
よ
り

人
ニ
情
ヲ
当
リ
、
民
ヲ
哀
レ
ム
デ
ゾ

と
補
。

　
　
　

　

吉
ク

傳
ヘ
タ
リ
ト
ヤ　

大　

攷
証
、
一
本
に
よ
り

仕
リ
、
道
理
ヲ
可
政
キ
也
ト
ナ
ム
語
リ

と
補
。

　

今
昔
物
語

巻
二
十
は
、
古
態
本
と
し
て
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
の
二
本
の
み
で
あ
る
が
、

本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
巻
十
三
で
見
受
け
ら
れ
た
傾
向
と
同
様
に
、
彦
根
本
と
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
と
は
一
致
す
る
箇
所
が
多

く
な
い
と
い
う
結
果
と
な
り
、
一
方
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
は
表
記
の
ほ
と
ん
ど
が
一
致
す
る
と
い
う
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結
果
が
得
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
巻
に
お
い
て
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
表
現
は
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
現
と
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、

空
白
な
ど
の
形
）

（
式
も
同
様
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
巻
二
十
の
場
合
も
Ｂ
本
が
写
し
損
ね
て
い
る
箇
所
は
多
い
も
の
の
、
彦
根
本
と
の
一
致
度

は
高
く
、
Ｂ
本
が
彦
根
本
を
引
き
写
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

本
巻
の
分
析
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
巻
十
九
に
お
い
て
指
摘
し
た
、
古
態
本
に
お
け
る
捨
て
仮
名
や
送
り
仮
名
な
ど
が
流
布
本
で

は
、
異
な
る
形
に
変
化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
が
流
布
本
系
と
古
態
本
系
の
表
現
を
分
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
）

（
と

が
よ
り
明
確
な
形
で
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
加
え
て
、
明
ら
か
な
漢
字
の
間
違
い
が
流
布
本
に
お
い
て
は
修
正
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
（
た
だ
し
、
第
二
話
の

天
狗

の

狗

の
漢
字
が
古
態
本
で
は

宮

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
研
究
上
、
必
ず
し
も
間
違
い
と
は

い
え
ず
、
さ
か
し
ら
に
流
布
本
が
漢
字
を
変
え
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
で
あ
る
）。

　

以
下
、
幾
つ
か
例
を
挙
げ
て
お
く
。
肺

↓

怖
（
第
一
話
）、
等

↓

童
（
第
一
話
）、
非
ザ
ナ
リ

↓

非
サ
リ
（
第
二

話
）、
而
ニ
ル

↓

而
ル
ニ
（
第
三
話
）、
可
亦
キ

↓

可
然
キ
（
第
六
話
）、
見
奉
ラ
ム
ヒ
テ

↓

見
奉
ラ
ム
ト
テ
（
第
七

話
）、
而
ル
程
間

↓

而
ル
程
ニ
（
第
七
話
）、
語
ト
傳
ル
ト
ヤ

↓

語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
（
第
七
話
）、
哀
ツ
レ
カ

↓

哀
レ

カ
リ
（
第
十
一
話
）、
今
ハ
限
タ
ト

↓

今
ハ
限
リ
ト
（
第
十
一
話
）、
攝
國

↓

攝
津
國
（
第
十
五
話
）、
依
テ
也
思
テ

↓

依
テ
也
ト
思
テ
（
第
十
五
話
）、
不
當
ズ
ト
宣
テ
又
（
捨
て
仮
名
）
↓

不
當
ト
宣
フ
又
（
第
十
六
話
）、
破
打
迫
ル

↓

被
打
迫

ル
（
第
十
六
話
）、
師

↓

物
（
第
二
六
話
）、
計

↓

許
（
第
三
三
話
）、
夢

↓

魚
（
第
三
四
話
）、
不
被
取
ネ
バ

↓

取
ラ
レ
ネ
ハ
（
第
三
四
話
）、
可
行
ヲ
事
ヲ

↓

可
行
キ
事
ヲ
（
第
三
五
話
）、
忠

↓

志
（
第
三
五
話
）、
供
養

↓

供

奉
（
第
三
五
話
）、
事
ヲ
縁
モ

↓

事
ノ
縁
モ
（
第
三
五
話
）、
嫌
シ
ク

↓

疑
シ
ク
（
第
三
九
話
）、
如
護

↓

加
護
（
第

四
三
話
）、
蒙

↓

家
（
第
四
四
話
）、
借

↓

惜
（
第
四
四
話
）、
宣
ヒ
キ
ル
人
カ
ナ

↓

宣
ヒ
ケ
ル
人
カ
ナ
（
第
四
四

話
）、
死
ニ
ケ
リ
ル

↓

死
ニ
ケ
リ
（
第
四
四
話
）、
但
タ
ル

↓

組
タ
ル
（
第
四
六
話
）。

　

な
お
、
第
二
十
七
話
に
は
、
古
態
本
の

頭
ヅ

の
捨
て
仮
名

ヅ

を
、
流
布
本
に
お
い
て

頭
ヲ

の
よ
う
に
助
詞
に
変
え
て
い
る

例
も
あ
り
、
書
き
下
す
時
の
捨
て
仮
名
が
流
布
本
で
は
理
解
さ
れ
ず
に
別
の
意
味
に
曲
解
さ
れ
て
校
訂
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
こ
と
は
諸
本
間



愛知県立大学日本文化学部論集　第 号　

の
異
動
に
お
い
て
注
意
さ
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
他
、
古
態
本
の

（
空
白
）
は
、
流
布
本
で
は
削
除
し
て
も
意
味
が
通
る
場
合
や
容
易
に
校
訂
で
き
る
よ
う
な
場
合
は
削
除
さ
れ

て
い
る
。
巻
二
十
第
一
話
で
は
、
古
態
本

暫
許
有
テ
ハ

中
ニ

が
流
布
本
で
は

暫
許
有
テ
ハ
中
ニ

と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
空

白
を
落
と
し
た
例
は
、
第
九
話

極
ク
□
マ
レ
ク

が

極
ク
マ
レ
ク

に
、
第
十
一
話

□
鵄

が

鵄

に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
第
七

話
の
古
態
本

参

ル
ニ

が
内
閣
文
庫
本
Ａ
で
は

参
ス
ル
ニ
、
内
閣
文
庫
本
Ｃ
で
は

参
ラ
ス
ル
ニ
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
、
彦
根
本

で
は

参
ル
ニ

に
も
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
空
白
の
部
分
を
内
閣
文
庫
本
Ａ
，
Ｃ
で
は
補
お
う
と
し
、
彦
根
本
と
内
閣
文
庫
本
Ｂ
で

は
、
削
除
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
校
訂
の
仕
方
に
違
い
は
み
ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
流
布
本
系
統
で
は
、
空
白
に
校
訂
を

加
え
よ
う
と
す
る
意
識
が
見
ら
れ
る
。
同
様
に
第
七
話
の
古
態
本
の

女
房
ナ
ト
□
ケ
レ
ハ

の
空
白
部
分
は
、
流
布
本
で
は
、
聞

の

漢
字
を
あ
て
て
、
空
白
を
削
除
し
て
い
る
。
一
方
、
固
有
名
詞
が
入
る
よ
う
な
場
合
や
容
易
に
推
測
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま

ま
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
三
話
で
は
、
諸
本
全
て

ト
云

と
し
て
空
白
部
分
が
あ
り
、
第
三
五
話
で
は
、
美
濃
守

、
第

四
六
話
で
は
、

云
（
フ
）
人

の
よ
う
に
、
固
有
名
詞
の
部
分
は
諸
本
す
べ
て
空
い
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
六
話
で
は
、
古
態
本

ラ

も
流
布
本

テ

も
空
白
の
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
第
四
六
話
で
は
三
か
所
の
欠
字
部
分
の
分
量
が
多
く
校
訂
が
難
し

か
っ
た
の
か
、
そ
の
ま
ま
ど
の
箇
所
も
欠
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
諸
本
間
に
お
い
て
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
か
ら
流
布
本
系
へ
と
変
化
の
様
相
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
巻

二
十
で
は
、
東
大
本
甲
、
東
大
本
乙
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
の
よ
う
な
古
態
本
と
流
布
本
系

と
の
間
に
は
隔
絶
の
感
が
あ
る
。
実
践
女
子
大
本
、
國
學
院
大
本
が
意
味
の
通
ら
な
い
漢
字
や
捨
て
仮
名
を
そ
の
ま
ま
写
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
流
布
本
系
で
は
全
体
と
し
て
意
味
の
通
る
漢
字
を
あ
て
て
お
り
、
流
布
本
系
が
写
し
た
本
が
正
し
い
漢
字
を
使
っ
て
い
た
か
、
あ
る

い
は
、
日
本
霊
異
記

の
よ
う
な
出
典
を
参
照
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
流
布
本
が
読
め
る
本
文
を
目
指
し
て
校
訂
し
て
い
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
但
し
、
第
三
十
二
話
で
は
、
彦
根
本
、
内
閣
文
庫
Ｂ
本
が
古
態
本
と
同
じ

幻
キ
子
ヲ

と
記
し
、
そ
の
他
の
流
布
本
は
、
幼

キ
子
ヲ

と
記
し
て
い
て
、
彦
根
本
が
古
態
本
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
表
記
を
も
つ
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
彦
根
本
の
時
折
、
揺
れ
る
そ
の
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位
相
に
つ
い
て
は
、
巻
ご
と
の
緻
密
な
分
析
が
今
後
さ
ら
に
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

ひ
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
漢
字
、
仮
名
等
の
表
記
の
意
識
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
加
え
て
い
き
、
彦
根
城
博

物
館
本
の
諸
本
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
明
ら
か
と
し
た
い
。

（

）  

中
根

未
紹
介
本

今
昔
物
語
（
彦
根
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
愛
知
県
立
大
学
説
林

号　

二
〇
〇
五
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

号　

二
〇
〇
六
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

号　

二
〇
〇
七
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
〇
年
三
月
）、
中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
二
年
三
月
）、
中
根

彦
根
城
博

物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
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本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
三
年
三
月
）
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）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
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語

巻
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
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学
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部
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集

号　

二
〇
〇
八
年
三
月
）、
中
根

彦
根
城

博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
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集

号　

二
〇
一
一
年
三
月
）、
中
根

彦
根
城
博
物
館
所

蔵

今
昔
物
語

巻
十
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
四
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集

号　

二
〇
〇
九
年
三
月
）
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）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
五
年
三
月
）
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中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
六
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
七
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
八
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
一
九
年
三
月
）

（

）  

中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
二
〇
年
三
月
）

（
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中
根

彦
根
城
博
物
館
所
蔵

今
昔
物
語

巻
十
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
（
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集

号　

二
〇
二
一
年
三
月
）
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